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○芦生研究林  京都府南丹市美山町芦生 林長 伊勢 武史 
  1921年設置（芦生演習林）／面積4,185.6ha／ 常駐教職員11人 
○北海道研究林 林長 舘野 隆之輔 
 標茶区 北海道川上郡標茶町多和553 
  1949年設置（農学部附属北海道演習林標茶区）／面積1,446.8ha／ 常駐教職員10人 
 白糠区 北海道白糠郡白糠町西二条北8-1-10 
  1950年設置（農学部附属北海道演習林白糠区）／面積880.4ha 
○和歌山研究林 和歌山県有田郡有田川町上湯川76 林長 長谷川 尚史 
  1926年設置（農学部附属和歌山演習林）／面積842.0ha ／ 常駐教職員6人 
 
里域ステーション  
○上賀茂試験地 京都市北区上賀茂本山２ 試験地長 德地 直子 
  1926年設置（農学部附属演習林上賀茂試験地），1949年移転／面積 46.8ha／ 常駐教職員6人 
○徳山試験地 山口県周南市徳山鉢窪769 試験地長 吉岡 崇仁 (2016.04-) 
  1931年設置（農学部附属徳山砂防演習地），1942年移転（農学部附属演習林徳山試験地），1966年再移転。 
  ／面積 41.9ha 
○北白川試験地 京都市左京区北白川追分町 試験地長 吉岡 崇仁 (2016.04-) 
  1924年設置（農学部林学科苗畑）1925年所管替（農学部附属演習林本部試験地）／面積1.3ha／常駐教職員2人 
○紀伊大島実験所 和歌山県東牟婁郡串本町須江 所長 梅本 信也 
  1937年設置（農学部附属大島暖帯植物試験地），1967年改称（亜熱帯植物実験所）／面積11.8ha／常駐教職員1人 
 
海域ステーション  
○舞鶴水産実験所 京都府舞鶴市長浜 所長 益田 玲爾 
  1947年設置（農学部水産学科）1972年設置（農学部附属水産実験所）／面積は2.0ha。／ 常駐教職員8人 
○瀬戸臨海実験所 和歌山県西牟婁郡白浜町459 所長 朝倉 彰 
  1922年設置（理学部附属臨海研究所），1930年水族館一般公開開始，1938年改称（瀬戸臨海実験所）， 
  1968年畠島実験地を取得／面積6.8ha（畠島実験地2.7haを含む）／常駐教職員16人 
 
森里海連環学教育ユニット 京都市左京区北白川追分町 ユニット長 朝倉 彰 (2016.04-) 
 2008年発足（海域陸域統合管理学研究部門），2012年改組／ 常勤教職員6人 
 
（京都本部地区（吉田キャンパス北部構内） ／ 常勤教職員 19人） 
  会議室・センター長室・森林系図書室・研究室・実験室・事務室など ：農学部総合館 
  森里海連環学教育ユニット 研究室・会議室・実験室 ：連携研究推進棟 *・北部総合教育研究棟 
  隔地教員研究室 ：旧演習林事務室棟 * 
  森林/里域フィールド管理部門・森里海連環学プロジェクト支援室 ：北白川試験地事務室棟 * 






































  [教員] 德地 直子（教授）・長谷川 尚史（准教授）・伊勢 武史（准教授）・石原 正恵（准教授）(2016.10.-)・ 








  [教員] 吉岡 崇仁（教授）・舘野 隆之輔（准教授）・中島 皇（講師）・小林 和也（講師）(2017.2.-)・ 

























  [教員] 山下 洋（教授）・益田 玲爾（准教授）・甲斐 嘉晃（助教）・鈴木 啓太（助教）・ 
















  [教員] 朝倉 彰（教授）・久保田 信（准教授）・宮﨑 勝己（講師）(-2016.6.)・大和 茂之（助教）・ 
















  [教員] 横山 壽（特定教授）・清水 夏樹（特定准教授）・吉積 巳貴（特定准教授）・Lavergne, Edouard（特定講師） 
 







               技術部長 吉岡 崇仁 
 
 企画情報室           室長 吉岡 崇仁 
 森里海連環学プロジェクト支援室 室長 山下 洋 
 



















農学研究科等事務部 事務長           奥村 晃弘 
 フィールド研担当事務長   岩井 信孝 
 フィールド研担当事務長補佐 松尾 隆 




北部構内事務部 （フィールド研担当部署のみ表示） 事務部長     中村 一也 
 総務課 第二人事掛，給与掛  総務課長    奥村 晃弘 
 管理課 管理掛，第二予算・決算掛，研究推進掛  管理課長    上原 孝俊 






 施設安全課 施設掛，設備掛，安全管理掛  施設安全課長  大塚 正人 
 教務・図書課 農学研究科等学術情報掛*，共通図書掛  教務・図書課長 岩井 信孝 
 （* 森林系図書室を所掌） 
 国際室 国際企画支援掛  国際室長    永井 あつ子 
 学術研究支援室 北部地区担当チーム 
  







































































・「原生的な森林の働き」  （上賀茂試験地，芦生研究林） 中島 皇 
・「里域連環学入門」  （紀伊大島実験所） 梅本 信也 
・「フィールド実習“森は海の恋人”」  （舞根森里海研究所） 朝倉 彰，中野 智之 
・「海産無脊椎動物の多様性」  （瀬戸臨海実験所） 宮﨑 勝己 
・「地域連環学入門」  （紀伊大島実験所） 梅本 信也，中野 智之 他 
・「北海道の森林」  （北海道研究林） 舘野 隆之輔 
・「京都の文化を支える森林－森林の持続的管理に関する地域の智恵と生態学的知見からの検証」 
 （芦生研究林，上賀茂試験地 他） 德地，伊勢，坂野上  
・「森の創りだすもの」  （芦生研究林） 德地 直子 
・「貝類の不思議」 （瀬戸臨海実験所） 中野 智之 
・「京都のエコツーリズム－森での感動とは何か－」 （芦生研究林） 伊勢 武史 他 
・「南紀の博物誌」 （瀬戸臨海実験所） 大和 茂之 
・「環境の評価」  （徳山試験地） 吉岡 崇仁 
・「瀬戸内に見る森里海連環」 （徳山試験地）中島 皇・大和 茂之 





























































































































































































学間ワークショップ」において，2016年度森里海国際セミナー「Possibility of research and outreach activities for 







































































フエ農林大学（ベトナム）において，森里海連環学教育ユニットが，森里海国際セミナ 「ーSeminar on Studies the 


















社会連携委員会委員長／森林情報学分野 准教授 舘野 隆之輔 
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2）芦生研究林基金の設立 
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3）森里海連環学に関する意見交換会／勉強会 







下 洋），(3)教育ユニットにおける活動と森里海連環学（清水 夏樹）の3題が紹介された。 
 第2回は，3月8日（水）15:00～18:00に開催され，計42人が参加した。話題提供は，(1)由良川・丹後海における森里
海連環学研究（山下 洋），(2)ニホンウナギの活動量の季節変化と水温の関係（市川 光太郎），(3)森里海連環学につい





















































- 18 - 
 
5）北海道研究林における他大学利用 
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講義名 担当教員 *印はコーディネーター 形態 対象 開講期 単位 
森里海連環学I：森・里・海と人のつな
がり 
吉岡，山下*，德地，清水，（畠山） 講義 全回生 前期 2 
森里海連環学II：森林学 吉岡，德地*，長谷川，舘野，伊勢，中島，
嵜元，坂野上，中西ほか 





実習 全回生 前期集中 2 
森里海連環学実習II：北海道東部の森
と里と海のつながり 
吉岡*，舘野，中西ほか 実習 全回生 前期集中 2 
森里海連環学実習III：暖地性積雪地域
における冬の自然環境 
中島 実習 全回生 後期集中 1 
森里海連環学実習IV：沿岸域生態系に
与える陸・川・人の影響 
朝倉*，久保田，大和，中野，後藤ほか 実習 全回生 後期集中 2 
 
（講義・実習：キャリア形成科目群） 
講義名 担当教員 *印はコーディネーター 形態 対象 開講期 単位 
博物館実習（自然史） 嵜元ほか 実習 3回生～ 前期集中 2 
博物館実習（館園実務） 甲斐，大和ほか 実習 3回生～ 後期集中 1 
 
（ILASセミナー：少人数教育科目群） 
講義名 担当教員 *印はコーディネーター 形態 対象 開講期 単位 
原生的な森林の働き 中島 ゼミ 1回生 前期集中 2 
里域連環学入門 梅本 ゼミ 1回生 前期集中 2 
フィールド実習“森は海の恋人” 朝倉*，中野，（畠山） ゼミ 1回生 前期集中 2 
海産無脊椎動物の多様性 宮﨑 ゼミ 1回生 前期集中 2 
地域連環学入門 梅本*，中野ほか ゼミ 1回生 前期集中 2 




德地*，伊勢，坂野上 ゼミ 1回生 前期集中 2 
森の創りだすもの 德地 ゼミ 1回生 前期集中 2 
貝類の不思議 中野 ゼミ 1回生 前期集中 2 
京都のエコツーリズム－森での感動と
は何か 
伊勢 ゼミ 1回生 前期集中 2 
南紀の博物誌 大和 ゼミ 1回生 前期集中 2 
環境の評価 吉岡 ゼミ 1回生 前期 2 
瀬戸内に見る森里海連環 中島*，大和 ゼミ 1回生 前期集中 2 
森を育て活かす－林業体験をとおして
考える 






森里海連環学I：森・里・海と人のつながり 畠山 重篤 （社会連携教授） 
森里海連環学実習II 中山 耕至 （京都大学大学院農学研究科・助教） * 
森里海連環学II：森林学 松下 幸司 （京都大学大学院農学研究科・准教授） 
 石井 弘明 （神戸大学） 
（* 2016-02-10教授会において了承された）  
  




   
①森里海連環学I：森・里・海と人のつながり 
















 1. (4/8)  森里海連環学の概要 山下 洋  
 2. (4/15) 日本の森林の特徴と現状 德地 直子  
 3. (4/22)  環境の価値と生態系サービス 吉岡 崇仁  
 4. (5/6)   森林生態系の生態系サービスとこれからの森林 德地 直子 
 5. (5/13)  河川生態系 山下 洋 
 6. (5/20)  里海と沿岸域生態系 山下 洋 
 7. (5/27)  森林から川を通じた海への物質移動 德地 直子 
 8. (6/3)   人間自然相互作用 吉岡 崇仁 
 9. (6/10)  森林に関する社会調査事例 吉岡 崇仁  
 10. (6/17) 「森は海の恋人」と森里海連環学－畠山重篤氏を迎えて－ 山下 洋 
 11. (6/24)  海の生態系サービス 山下 洋 
 12. (7/1)   日本の里域生態系と農業・農村 清水 夏樹  
 13. (7/8)   森里海の資源と産業振興 清水 夏樹 
 14. (7/15)  森里海の資源と暮らしの維持 清水 夏樹   
 15. (7/29)  フィードバック 
 
  
吉岡 崇仁教授 畠山重篤社会連携教授 
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④森里海連環学実習II：北海道東部の森と里と海のつながり 







    教職員・技術職員・TA：京都大学13人，北海道大学10人 
日程：2016年8月28日（金）～ 9月3日（木） 
 8月28日 実習生集合，ガイダンス，安全教育，講義，樹木識別実習 
 8月29日 天然林毎木調査，土壌調査，講義 
 8月30日 パイロットフォレスト視察，牧草地土壌調査，水源域調査，講義 
 8月31日 別寒辺牛川の水生生物，講義，水質分析実習 
 9月 1日 厚岸湾および厚岸湖の水質・水生生物調査，グループ発表準備 
 9月 2日 愛冠自然史博物館見学，グループ発表，レポート作成，アンケート 





















 標茶区林内での毎木調査             イオンクロマトグラフィーによる水質分析実習  
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⑤森里海連環学実習III：暖地性積雪地域における冬の自然環境   
 



























































高瀬川上流での実習調査 河口域における調査実習（内之浦）  
  
  




































里海生態保全学分野／舞鶴水産実験所 助教 甲斐 嘉晃 




















緑洋丸を使った舞鶴湾での生物採集 ほかの博物館へ標本を送るための作業  
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②フィールド実習“森は海の恋人” 


























 大津波対策として作られつつある断面が台形の堤防に ひこばえの森で，「森は海の恋人運動」の推進者である 
 るけ受を明説の授教携連会社研ドルーィフ篤重山畠 るす学見てっ登
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③海産無脊椎動物の多様性 




































      番所崎での磯採集の様子 実習室での同定作業の様子  
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④北海道の森林 



























     初めてのチェーンソー      釧路湿原の高層湿原にて 
  
  





































     植生回復ボランティアで他のボランティアや            植生回復ボランティアで他のボランティアや  
     京都府の人と共同して調査を行う学生（中央）           京都府の人と共同して調査を行う学生（手前）
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⑥森の創りだすもの 
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⑦貝類の不思議 

























        懇親会にて          ミドリガイ餃子 
  
  



































     天然林で脳波を測定する  これも研究だ。渓流沿いで寝転がり，脳波を測定する 
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⑨南紀の博物誌 


































   畠島の石碑前で 天神崎での磯観察   
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⑩環境の評価 




























       徳山試験地ヒノキ人工林の整備実習               徳山高校におけるゼミ発表 
  
  




































赤松ヶ平山頂付近 末武川中流部観察   
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⑫森を育て活かす－林業体験をとおして考える 


































 マルカ林業株式会社における間伐現場見学 十津川村産直住宅の見学 
 
 
















講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
森林情報学特論I 吉岡，中島 BA13 4回生 後期 2 
森林育成学特論I 德地，長谷川 BA15 修士 後期 2 
森林情報学専攻演習1 吉岡，舘野，中島，嵜元，坂野上，中
西 
BB44 修士 通年 4 
















0 6 9(1) 1 






















2 6(1) 4 - 













1 4 4 - 




BB45 修士 通年 4 
森林育成学専攻演習1 德地，長谷川，伊勢 BB46 修士2回生 通年 4 
森林育成学専攻演習2 德地，長谷川，伊勢 BB47 修士 通年 4 
森林情報学専攻実験1 吉岡，舘野，中島，嵜元，坂野上，中
西 
BC44 修士2回生 通年 5 
森林情報学専攻実験2 吉岡，舘野，中島，嵜元，坂野上，中
西 
BC45 修士 通年 5 
森林育成学専攻実験1 德地，長谷川，伊勢 BC46 修士2回生 通年 5 
森林育成学専攻実験2 德地，長谷川，伊勢 BC47 修士 通年 5 
 
大学院農学研究科 応用生物科学専攻 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
海洋生物環境学特論II 荒井，市川 DA51 修士2回生 後期 2 
海洋生態学特論 山下，益田 DA22 修士 前期集中 2 
海洋生物環境学演習1 荒井，市川，小林 DB38 修士 通年 3 
海洋生物環境学演習2 荒井，市川，小林 DB39 修士 通年 3 
里海生態保全学演習1 山下，益田，甲斐，鈴木 DB50 修士2回生 通年 3 
里海生態保全学演習2 山下，益田，甲斐，鈴木 DB51 修士 通年 3 
海洋生物環境学専攻実験1 荒井，市川，小林 DC38 修士2回生 通年 6 
海洋生物環境学専攻実験2 荒井，市川，小林 DC39 修士 通年 6 
里海生態保全学専攻実験1 山下，益田，甲斐，鈴木 DC50 修士2回生 通年 6 
里海生態保全学専攻実験2 山下，益田，甲斐，鈴木 DC51 修士 通年 6 
 
大学院農学研究科 地域環境科学専攻 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
環境保全の理念と実践 清水，ラヴァルニュ EA38 修士　　  前期 2 
多様性保全の法政策 清水，ラヴァルニュ EA39 修士 後期 2 
 
大学院理学研究科 生物科学専攻（動物学系） 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
機能形態・系統特論A 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8131 3回生以上 前期 2 
機能形態・系統特論B 朝倉，久保田，大和，中野 8132 修士 後期 2 
海洋生物学特論 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8040 修士 前期 2 
海洋生物学ゼミナールA 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8133 修士 前期 2 
海洋生物学ゼミナールB 朝倉，久保田，大和，中野 8134 修士1回生 後期 2 
海洋生物学ゼミナールC 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8135 修士1回生 前期 2 
海洋生物学ゼミナールD 朝倉，久保田，大和，中野 8136 修士2回生 後期 2 
生物科学専攻インターラボ 大和 9900 修士 前期集中 1 
 
大学院地球環境学舎 環境マネジメント専攻 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
地球資源・生態系管理論 山下ほか 3103 修士 前期 2 
里海学 山下 3273 修士 後期前半 1 
里域植生保全論 梅本 3563 修士 前期集中 2 
流域・沿岸域統合管理学  山下，清水，吉積 4515 修士 前期 2 
沿岸の環境保全 横山 4517 修士 後期後半 1 
森里海連環の理論と実践 横山，清水，吉積ほか 4521 修士 前期後半 1 




講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
地域環境リーダー論 吉積 K024000 修士 前期 2 





講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
森林育成学 德地，長谷川，伊勢 E128 4回生 後期 2 
森林植物学 德地，長谷川，伊勢 E129 3回生 前期 2 
森林資源管理学 舘野，坂野上 E130 3回生 後期 2 
森林環境学 吉岡，中島 E131 3回生 後期 2 
森林科学実習IV 德地，嵜元，坂野上ほか E214 3回生 後期 1 
森林総合実習及び実習法 長谷川，中島，嵜元，坂野上ほか E221 2回生 前期 2 
研究林実習II 伊勢ほか E238 3回生 後期集中 1 
研究林実習III 舘野，中西ほか E239 3回生 前期集中 2 
研究林実習IV 舘野，中西ほか E240 3回生 後期集中 2 
課題研究 吉岡，德地，長谷川，舘野，伊勢，中
島，嵜元，坂野上，中西 
E301 4回生  10 
 
農学部 資源生物科学科 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
資源生物科学概論B 荒井ほか A106 1回生 後期 2 
海洋生物科学技術論と実習I 荒井，益田，市川，甲斐，鈴木，小林 A205 2回生 前期集中 2 
海洋生物科学技術論と実習II 山下，益田，甲斐，鈴木 A206 2回生 前期集中 2 
植物調査法と実習 梅本ほか A208 2回生 前期集中 2 
海洋生物環境学I 荒井，市川 A223 2回生 前期 2 
海洋生物生態学 山下，益田，甲斐，鈴木ほか A224 3回生 前期 2 
資源生物科学専門外書講義I（海洋
生物G） 
荒井ほか A236 3回生 前期 2 
海洋生物科学技術論と実習IV 山下，荒井，益田，甲斐，鈴木 A258 3回生 後期集中 2 
海洋生物環境学II 荒井，市川 A307 2回生 後期 2 
海洋生物資源学演習 荒井，市川，小林 A512 3回生 通年 2 
課題研究 荒井，市川，小林 A518 4回生  10 
 
理学部 生物科学科 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
海洋生物学 朝倉，久保田，宮﨑，加賀谷，中野 2705 修士 前期 2 
無脊椎動物学 朝倉，久保田，大和，中野 2708 2回生以上 後期 2 
臨海実習第1部 朝倉，久保田，大和，中野 2733 2回生以上 前期集中 2 
生物学セミナーB 朝倉，久保田，大和，中野 3761 2回生以上 後期 2 
臨海実習第2部 朝倉，久保田，大和，中野 3767 3回生以上 前期集中 2 











修士 岩岡 史恵 半乾燥地の森林において優占樹種と共生する菌根菌タイプが土壤微生物群集および窒素
動態に与える影響 
学士 中山 理智 北海道東部の森林における土壌微生物群集の季節変化および林分タイプによる違い 
（農学：森林育成学分野） 
修士 三吉 章雄 食文化と森の関係性の理解は森林保全意識の向上につながるか 
修士 池田 成樹 データ同化が明らかにする，日本広域における展葉・落葉フェノロジーと気温の詳細な関
係 
修士 松浦 真奈 森林生態系からの窒素流出要因の検討－安定同位体比など広域渓流水データを用いて－ 
学士 大西 信徳 UAVによる空撮画像を用いた秋季フェノロジーの観測 
（農学：里海生態保全学分野） 
修士 渡邉 匠 環境エンリッチメントによる放流用稚魚の行動特性の改善 
（農学：海洋生物環境学分野） 
修士 松村 圭高 大阪湾における溶存有機物の分布と起源 
修士 橋口 峻也 大分県国東半島における森里海連環－流域環境が河川・河口域の水質に及ぼす影響－ 
修士 神崎 東子 国東半島におけるニホンウナギ生産構造の河川間比較 
学士 和田 杏映 定点音響モニタリングによる三河湾湾口部のスナメリ来遊傾向に関する研究 
学士 上原 慧哉 沖縄本島近海のジュゴンの分布，移動速度及び行動圏の個体間比較と季節変動 
学士 境 桃子 ストレス判定のための飼育下イルカ類のテロメア長測定 
学士 世古 将太郎 バイオテレメトリーによるイセエビの行動追跡の試み 
学士 田中 佑一 静止海色衛星を用いた紀伊水道への外洋水及び内海水の流入の可視化 
（地球環境学：水域生物環境論分野） 
修士 原田 真実 大分県国東半島宇佐地域におけるウナギ伝統漁と世界農業遺産の活用に関する研究 
（理学：基礎海洋生物学分野） 
修士 吉川 晟弘 Phylogenetic Study of Clibanarius Dana, 1852 (Decapoda: Anomura: Diogenidae) from East Asia 
and South East Asia, with Special Emphasis on Three Color Morphs of the Short Dactyl Group and 
Phylogeographic Study of Clibanarius virescens Krauss, 1843. 
 
  












 教員 （所属） 
ユニット長 朝倉 彰（教授） （フィールド研） 
総合生態系管理学領域 山下 洋（教授） （フィールド研） 
横山 壽（特定教授）  
エドワルド・ラヴァルニュ（特定講師）  
流域環境ガバナンス領域 吉岡 崇仁（教授） （フィールド研） 
柴田 昌三（教授） （地球環境学堂） 
星野 敏（教授） （地球環境学堂） 
清水 夏樹（特定准教授）  
沿岸域環境政策領域 浅野 耕太（教授） （人間・環境学研究科） 




科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位
流域・沿岸域統合管理学 山下 洋*ほか 01 前期 地球環境学舎 2 
森里海国際貢献学I 教育ユニット教員 02-1 前期 
教育ユニット 
1 
森里海国際貢献学II 教育ユニット教員 02-2 後期 1 
 
（履修推奨科目） 
科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位
インターンシップ 教育ユニット教員 03 通年(随時) 
教育ユニット 
2 
森里海特別研究 教育ユニット教員 04 通年 2 
 
（選択科目） 
科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位
総
合 













発展途上国における強制移住 ジェーン・シンガー 15 前期前半 1 
環境管理リーダー論 
（環境リーダー論A） 




森 晶寿 20 前期 
2 









浅野 耕太* 26 前期 
2 
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科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位
森 






































































刑部 正博 60 前期集中 
2 
農村土地利用計画論 星野 敏* 61 前期 2 
生物地球化学 舟川 晋也 62 後期 2 




宮下 英明 71 後期 
人間・環境学研究科 2 
里海学 山下 洋* 73 後期前半 
地球環境学舎 
1 





















科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位
英語スキルアップ講座 （外部講師） － 6月～7月 教育ユニット － 
 
（科目名欄の（ ）内は，提供部局における科目名称） 
（担当教員欄の * はユニット所属教員，それ以外はユニット協力教員） 
 
 







 フィールド研 9 施設のうち，2011 年 4 月に舞鶴水産実験所および瀬戸臨海実験所が，2015 年 7 月に芦生研究林・北
海道研究林・上賀茂試験地が，文部科学省から教育関係共同利用拠点に認定され，拠点事業として，公開実習を実施す
るほか，他大学による実習，および他大学生，大学院生による論文作成のための利用を受け入れている。2016 年度に
実施した公開実習は以下の 14 科目である。 
 
黒潮海域における海洋生物の自然史科学に関するフィールド教育共同利用拠点（瀬戸臨海実験所） 
科目名 担当教員 実習期間 日数 学生数 学生の所属等 
発展生物学実習 朝倉，久保田，大和，
中野 





2015-08-29/09-05 8 1 奈良教育大学 
海産無脊椎動物分子系統学実習 朝倉，久保田，大和，
中野 

































2016-08-29/09-03 6 1 長崎大学 
若狭湾秋季の水産海洋生物実習 益田，甲斐，鈴木，澤
田，田城 




博物館実習（館園実務） 甲斐，田城，鈴木 2016-12-23/27 5 1 放送大学 
若狭湾春季の水産海洋生物実習 山下，益田，甲斐，鈴
木，澤田，田城 





































舘野 2016-08-05/08 4 1 名古屋大学 
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3）黒潮海域における海洋生物の自然史科学に関するフィールド教育共同利用拠点 
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4）人と自然のつながりを学ぶ森林フィールド教育共同利用拠点（芦生・北海道・上賀茂） 











































2016年度 受託研究                                    (金額の単位はすべて千円) 








山下 洋 教授 渡邊  良 朗
（東京大学大

































































































  受託研究   計8件 54,722
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2016年度 受託事業 





大学の森で学ぼう 2016 ～森は水をきれいにする～ 北海道研究林 





林長 伊勢 武史 
准教授 2,948  
  受託事業   計2件 3,292 
 
2016年度 機関経理補助金 
委託者 受託事業名 研究担当者 職種 
2016年度 
交付額 
京都府 １まち１キャンパス事業 伊勢 武史 准教授 676  
南丹市 １まち１キャンパス事業 伊勢 武史 准教授 676  
  機関経理補助金   計2件 1,352 
 
2016年度 共同研究 













小林 志保 助教 100 
総合地球環境学研究所 アジア環太平洋地域の人間環境安全保障-水・エネル
ギー・食料連環- 
小林 志保 助教 － 
  共同研究   計3件 379 
 
2016年度 寄附金  
寄付者（団体） プロジェクト名 担当教員 職種 
2016年度 
交付額 
公益財団法人 日本財団 公益財団法人日本財団 森里海連環学教育プログラ
ム（日本財団高度人材育成プログラム） 
山下 洋 教授 225,500  
一般財団法人 自然環境研究セン
ター 
森林生態系の長期動態に関する研究助成金 吉岡 崇仁 教授 300  
一般財団法人 自然環境研究セン
ター 
森林の炭素循環動態に関する研究助成金 吉岡 崇仁 教授 1,440 
一般社団法人 全国水産技術者協
会 
海洋生物環境学分野荒井修亮教授に対する研究助成 荒井 修亮 教授 1,000  
一般財団法人 自然環境研究セン
ター 
森林生態系の長期動態に関する研究助成金 德地 直子 教授 360  
一般財団法人 自然環境研究セン
ター 
















中島 皇 講師 962  
一般財団法人 自然環境研究セン
ター 
森林生態系の長期動態に関する研究助成金 嵜元 道徳 助教 360  
一般財団法人 自然環境研究セン
ター 
森林の炭素循環動態に関する研究助成金 嵜元 道徳 助教 1,200  




嵜元 道徳 助教 400  
大阪湾広域臨海環境整備センター 海色衛星観測データを用いた埋立地周辺を含む大阪
湾における赤潮動態の解明（その２） 
小林 志保 助教 1,900 
 
舞鶴とり貝組合 舞鶴湾の環境調査助成 鈴木 啓太 助教 540  
宮津湾とり貝育成組合 宮津湾の環境調査助成 鈴木 啓太 助教 90  
公益信託 成茂動物科学振興基金 三菱ＵＦＪ 超高速シャコパンチで紐解く意思決定
メカニズム 
加賀谷 勝史 特定助教 430  
公益財団法人 藤原ナチュラルヒ
ストリー振興財団 
藤原ナチュラルヒストリー振興財団学術研究助成 田城 文人 特定助教 789  
株式会社ＭＭＴ 音響技術による水中生物の生態解明と環境影響評価
の手法開発に関する研究 





佐藤 修一 技術 
専門員 
300  
美山ふるさと株式会社 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 * 伊勢 武史 准教授 200 
芦生山の家 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 * 伊勢 武史 准教授 100 
針畑活性化組合 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 * 伊勢 武史 准教授 40 




2016年度 科学研究費補助金（代表者）                    （交付機関はすべて独立行政法人日本学術振興
会） 





課題番号 研究課題名 交付額合計 ※予定含む 
2016年度 
交付額 





山下 洋 教授 － 2014-2016 26310308 森里海の連環を基盤とした食料生産機構の解明と
地域振興策の検討 
16,440 4,160 
基盤研究(B) 德地 直子 教授 － 2015-2018 15H04515 新しい森林生態系の窒素飽和メカニズムの提案と
それに基づく脆弱性の診断 
16,250 4,030 
基盤研究(B) 舘野 隆之輔 准教授 － 2014-2016 26292085 高性能林業機械を使った森林伐採が土壌窒素動態
および土壌微生物群集に与える影響評価 









基盤研究(B) 宮崎 勝己 講師 － 2014-2016 26292105 アサリに寄生し漁業被害を与えるカイヤドリウミ
グモの寄生生態・進化に関する研究 
10,660 172 
基盤研究(C) 長谷川 尚史 准教授 － 2014-2016 26450195 持続的森林資源管理のための森林域でのGNSS技術
の応用に関する研究 
5,070 780 
基盤研究(C) 中西 麻美 助教 － 2014-2016 26450193 パイプモデルアロメトリーを用いたヒノキの葉バ
イオマス推定と窒素利用特性の評価 
4,810 1,300 
基盤研究(C) 甲斐 嘉晃 助教 － 2014-2016 26440212 魚類における「かたち」の多様化とその進化パター ンの解
明～メバル科・カジカ科を例に 
4,680 910 





若手研究(B) 市川 光太郎 准教授 － 2013-2016 25871062 冷・温水期におけるジュゴンの摂餌場利用特性の
比較 
4,290 0 
若手研究(B) 石原 正恵 准教授 － 2016-2019 16K18719 気候変動・分断化が進むアジアの森林の将来像：大
規模野外データと群集モデルの結合 
4,290 1,690 
若手研究(B) 中野 智之 助教 － 2014-2016 26800265 付着基質がおよぼす海洋生物の種分化への影響 3,250 650 
挑戦的 
萌芽研究 





東 若菜 助教 － 2016-2017 16H06894 高木および高齢木の水分生理学的適応様式の解
明：貯水・通水機能の組織と役割 
2,990 1,560 
  科学研究費補助金   計15件 48,402 
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基盤研究(S) 中野 智之 助教 野尻 幸宏 
(国立環境研究所) 
2014-2018 26220102 海洋酸性化の沿岸生物と生態系への影響評価実験 － 2,444
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2016年度 科学研究費補助金（特別研究員奨励費）              （交付機関はすべて独立行政法人日本学術振興会） 












松浦 健二 2014-2016 14J00916 血縁選択説の一般性：二倍体生物の性投資比に
よる検証 
4,940 240
























村上 弘章 農学研究科 博士後期課
程2年 







吉川 晟弘 理学研究科 修士課程1回
生 




第19回国際軟体動物学会 中山 凌 理学研究科 博士課程1回
生 
朝倉 彰 200 
  寄附金   計5件 2,730
 
 














  講演「和と洋が出会う場所」 吉岡 崇仁 
  講演「人はなぜ，森で感動するのか」 伊勢 武史 
  講演「鎮守の森とコミュニティづくり」 広井 良典 こころの未来研究センター 教授 
  トーク＆実演「いけばなから見る植物」 髙林 佑丞 池坊京都支部 講師 




① 第12回京都大学附置研究所･センターシンポジウム  
    「京都からの挑戦－地球社会の調和ある共存に向けて【自由風格（フリースタイル），京大】」 
日時：2017年3月11日（土）10:00～17:10 
会場：石川県文教会館 




ボランティア活動「知ろう，守ろう芦生の森」（共催）  4月2日，8月8日，12月3日 
教育・研究利用現地ツアー  5月29日 
芦生研究林利用研究者の集い  10月8～10日 
芦生研究林一般公開2016 <京大ウィークス参加イベント>  10月22日 
② 北海道研究林 




ミニ公開講座「自然観察会」（白糠区） <京大ウィークス参加イベント> 10月15日 
「しべちゃアドベンチャースクール」ステージ6「冬の野外活動」 2017年1月14～15日 














上賀茂試験地秋の自然観察会 <京大ウィークス参加イベント> 11月5日 
京都市青少年科学センター 未来のサイエンティスト養成事業 秋冬期講座 11月23日 
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⑤ 徳山試験地 
周南市連携事業 和田中学校環境学習  6月8日 
周南市連携講座2016   6月25日，11月19日 
周南市・フィールド研連携公開講座 <京大ウィークス参加イベント> 10月15日 








京都府立海洋高等学校 研修 7月8日 
SPP事業実習 京都府立西舞鶴高等学校 7月21～22日 
SSH事業実習 京都教育大学附属高等学校 7月28～29日 
SPP事業実習 京都府立南陽高等学校  8月1～3日 
舞鶴市池内川水辺の生き物観察会  8月5日 
舞鶴市海辺の生き物観察会  8月10日 
「緑洋丸」の乗船体験と施設見学会<京大ウィークス参加イベント>  10月15日 
京都府中丹振興局 未来っ子会議  11月13日 
博物館実習（館園実務）  12月23～27日 




きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験」              4月23日，5月21日，6月18日 
夏休みイベント「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」・「バックヤードツアー」 7月16日～8月31日 
夏休みイベント「大水槽のエサやり体験」 （月・火・水曜日に開催） 7月18日～8月31日 
特別企画展「ドレッジ調査～白浜沖海底の生物相を探る」 7月28日～11月6日 
「博物館実習」 10月10～16日 
きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」  10月15日，12月10日，2017年2月11日 
瀬戸臨海実験所 施設見学会 <京大ウィークス参加イベント> 10月22日 






① 第14回森里海連環学公開講座 5月27日 
 場所：京都大学農学部総合館2F フィールド研会議室（N283） 
② 第15回森里海連環学公開講座 6月16日 
 場所：京都大学農学部総合館2F フィールド研会議室（N283） 
③ 地域連携セミナー：森里海連環の中で食を学びつたえる  8月5日 
 場所：ラ コリーナ近江八幡 たねやグループ本社 
④ 京都シンポジウム：「女性が描くいのちのふるさと海と生きる」 8月20日 
  場所：京都大学医学部 芝蘭会館稲盛ホール 
⑤ 森里海シンポジウム・森里海連環学セミナー 10月31日 
  「森里海連環のための地域資源を活用した住民自立型地域づくり」 
  場所：京都大学 北部構内理学研究科セミナーハウス 
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⑥ 森里海国際セミナー「国際連携を通した森里海連環学研究と実践活動の可能性」 11月13日 
  場所：ノボテルバンコク オン サイアムスクエア（タイ，バンコク） 
⑦ 森里海連環学教育プログラム第4回修了式 2017年3月23日 
  場所：旧演習林事務室棟 共同会議室 
⑧ 森里海国際セミナー「Seminar on Studies the Connectivity of Hills, Humans and Oceans (CoHHO)  
toward new Agricultural Landscape Design」 2017年3月27日 








『京都大学フィールド科学教育研究センター 年報 第13号』，京都大学フィールド科学教育研究センター，142p.，2016． 
 
□ FSERC News 
＜No.39 2016年7月＞ 
 －目次－ 
 ニュース： 「緑洋丸」お披露目式～舞鶴水産実験所に総長来たる～ （鈴木 啓太） 
 新刊紹介： 『林業イノベーション：林業と社会の豊かな関係を目指して』 （長谷川 尚史） 
  『白浜の海岸生物観察ガイド』 （河村 真理子） 
 新人紹介： 中川 光（森林育成学分野 特定助教） 
 受賞の記録 
 活動の記録： 2016年1月～4月 
 予定 
 公開実習の予定 




 研究ノート： 徳山試験地・檜皮剥皮実験林の15年 （坂野上 なお） 
 新人紹介： 澤田 英樹（里海生態保全学分野 特定助教） 
 田城 文人（里海生態保全学分野 特定助教） 
 東 若菜（森林育成学分野 特定助教） 
 受賞の記録： 
 活動の記録： 2016年5月～8月 
 予定 
 研究者の異動 




 研究ノート： 瀬戸臨海実験所を利用して （和田 葉子） 
 ニュース： 京都大学・日本財団 森里海地域連携セミナー （吉積 巳貴） 
 「淡路島の森里海連環の知恵」 
 新刊紹介： 『バイオロギング２：動物たちの知られざる世界を探る』 
 『生物進化とはなにか？：進化が生んだイビツな僕ら』 
 新人紹介 石原 正恵（森林育成学分野 准教授） 
 受賞の記録 
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 活動の記録： 2016年9月～12月 
 予定 








『Publications of the Seto Marine Biological Laboratory』 Volume 44，京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海
実験所編集，（2016 逐次オンライン出版 http://hdl.handle.net/2433/208999） 
 －目次－  
Morphotype distribution of the sea anemone Diadumene lineata in Tanabe Bay, Wakayama: a comparison with Uchida (1936) 
after 80 years.  (p.1-6,  2016-03-04). Ryan, Will H., Kubota 
Marine benthic community in Shirahama, southwestern Kii Peninsula, central Japan.  (p.7-52,  2016-12-07).  
 Okanishi, M., Sentoku, A., Fujimoto, S., Jimi, N., Nakayama, R., Yamana, Y., Yamauchi,  
 H., Tanaka, H., Kato, T., Kashio, S., Uyeno, D., Yamamoto, K., Miyazaki, K., Asakura, A. 
Species composition and distribution of macrobenthos in the intertidal zone of Kunashir Island (South Kurile Islands), Russia.  








  芦生研究林年次報告 （伊勢 武史） 
  北海道研究林年次報告 （舘野 隆之輔） 
  和歌山研究林年次報告 （長谷川 尚史） 
  上賀茂試験地年次報告 （德地 直子） 
  徳山試験地年次報告 （吉岡 崇仁） 
  北白川試験地年次報告 （安藤 信） 
 個別報告 
  芦生における狩猟塔の試作過程 （平井 岳志） 
  センサーカメラが捉えたニホンジカ出没傾向 （林 大輔） 
  北海道研究林標茶区に植栽した外国産樹種の生育状況 （山内 隆之） 
  北海道研究林標茶区の湿地林の樹種構成 （柴田 泰征） 
  パルプ用丸太の層積計算について （中川 智之） 
  森里海連環学実習IIで実施された水質調査結果について （西岡 裕平） 
  北海道研究林標茶区における天然更新補助施業の報告 （北川 陽一郎） 

















数の2016年の経時的変化 （久保田 信） 
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2）北海道研究林 
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3）和歌山研究林 
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4）上賀茂試験地 
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6）北白川試験地 
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7）紀伊大島実験所 
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8）舞鶴水産実験所 
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9）瀬戸臨海実験所 




University of MichiganのMuseum of Zoologyで日本学術振興会の海外特別研究員として研究していた後藤龍太郎氏を
2017年3月1日付で助教として採用した。研究は海産無脊椎動物を対象として，寄生・共生の進化生物学・生態学，極端
な性的二型の進化，系統分類学を行っている。また2017年3月31日をもって竹内寛彦研究員が，日本大学生物資源科学
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10) 森里海連環学教育ユニット 
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11) 森里海連環学プロジェクト支援室 
森里海連環学プロジェクト支援室長 山下 洋 
 
■特記事項 
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12) 企画情報室 















































日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.04.22 ～ 16.04.23 2 京都大学 情報学研究科 生物圏情報学講座セミナー 32 12
16.05.30 1 京都大学 農学部 森林科学特別科目 42 3 IFSA共催
16.05.27 ～ 16.05.29 3 京都大学 理学部 京都大学野生生物研究会合宿 42 0
15.05.30 1 京都大学 フィールド研 教育・研究利用現地ツアー 京大生ほ
か
12 25
16.05.30 1 京都大学 生存圏研究所 居住圏環境共生学演習 大学院生 6 7
16.07.01 ～ 16.07.03 3 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「原生的な森林の働き」 全学1回生 27 7
16.07.09 ～ 16.07.10 2 京都大学 大学院アジア・ア
フリカ地域研究研
究科
アジア・アフリカ地域研究演習 修士1回生 60 8
16.08.07 ～ 16.08.08 2 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習I：芦生研究林－由
良川－丹後海のつながりを探る
学部学生 38 18 他大学生
12人含む
16.08.08 ～ 16.08.11 4 京都大学 農学部 森林利用学実習及び実習法 森林科学
科3回生
72 29
16.08.18 ～ 16.08.20 3 京都大学 経営管理大学院 研究室セミナー 大学院生 18 9
16.08.22 ～ 16.08.26 5 京都大学 農学部 研究林実習I 2回生 84 31
16.08.28 ～ 16.08.29 2 京都大学 農学研究科 ILASセミナー「現場を知って考える野
生動物問題」
全学1回生 6 2
16.08.29 ～ 16.08.31 3 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「森の創り出すもの」 全学1回生 27 9






16.08.31 ～ 16.09.02 3 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「京都のエコツーリズ
ム」
全学1回生 33 7
16.09.07 ～ 16.09.09 3 京都大学 フィールド研 ILASセミナー 「京都の文化を支える
森林－森林の持続的管理に関する地域
の智恵と生態学的知見からの検証」
全学1回生 18 12 (公開森
林実習と
併催)
16.09.13 ～ 16.09.16 4 京都大学 農学部 研究林実習II 3回生 31 17









17.02.10 ～ 17.02.13 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習III：暖地性積雪地
域における冬の自然環境
全学共通 40 17
16.06.25 1 光華女子大学 キャリア形成ゼミIII 14 3 一般1人
含む








16.09.13 ～ 16.09.15 3 人間環境大
学





The Japanese Garden Intensive
Seminar Plus in Kyoto
11 6 一般対象





16.10.25 ～ 16.10.26 2 大阪府立大学 生命環境科学研究科 緑地環境科学実験実習IIB 生命環境
科学域3年
32 5
16.11.09 ～ 16.11.10 2 兵庫県立大学 大学院シミュレー
ション学研究科
生態系システムシミュレーション D前期 24 11




日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.08.04 ～ 16.08.09 6 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「北海道の森林」 39 13 標茶区
16.08.28 ～ 16.08.31 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習II：夏の北海道東部
の人と自然の関わり（北海道大学との
共催）





16.09.05 ～ 16.09.12 8 京都大学 農学部 研究林実習III 3回生 176 45 標茶区
16.09.06 1 京都大学 農学部 研究林実習III 3回生 23 11 白糠区
17.02.19 ～ 17.02.25 7 京都大学 農学部 研究林実習IV 3回生 91 46 標茶区
16.06.17 ～ 16.06.19 3 酪農学園大学 農食環境学群 専門ゼミナールI 3年 18 6 標茶区
16.07.07 ～ 16.07.08 2 東京農業大学 生物産業学部 生物生産学特別実験・実習 40 10 標茶区
16.07.11 ～ 16.07.13 3 北海道教育
大学釧路校
山岳生態学実習 学部3年 24 9 標茶区
16.08.05 ～ 16.08.09 5 京都大学 フィールド研 公開森林実習II：夏の北海道東部の人
と自然の関わり
5 0 （併催）
16.09.13 ～ 16.09.16 4 酪農学園大学 生態環境総合実習 3年 92 24 標茶区
16.12.15 ～ 16.12.16 2 北海道教育
大学釧路校
環境プランニング演習II 6 2 標茶区
17.02.07 ～ 17.02.08 2 北海道教育
大学釧路校
環境プランニング演習1 12 8 標茶区
17.03.14 1 北海道教育
大学釧路校
冬のフィールド実習候補地実地踏査 学部2-3年 3 4 標茶区
計 48 （13件） 617 217
和歌山研究林
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.08.23 ～ 16.08.26 4 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「森を育て活かす－林業
体験をとおして考える」
24 4
計 4 （1件） 24 4
上賀茂試験地
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.04.23 1 京都大学 大学院農学研究科 森林科学専攻新入生歓迎会 修士1回生 131 59
16.05.13 1 京都大学 フィールド研 博物館実習 1～4回生 6 1




16.06.01 ～ 16.07.06 4 京都大学 農学部 森林生物学実験及び実験法 3回生 74 4
16.06.04 1 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「原生的な森林の働き」 全学1回生 7 1
16.06.08 1 京都大学 農学部 土壌物理学・水環境工学実験（浸透能
試験実習）
3回生 26 1
16.06.02 ～ 16.06.09 2 京都大学 農学部 森林総合実習及び調査法 3回生 39 2
16.07.23 1 京都大学 大学院地球環境学堂 里山再生論 修士1・2
回生
19 1
16.07.19 1 京都大学 大学院地球環境学堂 ILASセミナー「木文化再生：森林から
都市へ」
全学1回生 4 2





16.10.04 1 京都大学 農学部 森林科学実習 2回生 46 5





16.04.12 1 京都精華大学 人文学科 自然教育論（実習） 2～4回生 11 1
16.06.13 1 京都精華大学 人文学科 ネイチャーワーク 1回生 33 1
16.06.27 ～ 15.07.29 2 京都府立大学 生命環境学部 森林植物学実習 2回生 40 5
16.09.07 1 京都大学 フィールド研 公開森林実習 他大学生 5 3 うち京大
生2人
16.09.13 1 人間環境大学 環境教育センター 共同フィールドワークB 3 1
16.09.28 1 京都教育大学 教育学部 「栽培実習II」および「食農教育の実
践II」
2回生 13 2
16.10.06 ～ 16.10.07 2 京都精華大学 デザイン学部 フィールドデザインプロジェクト：ネ
イチャーゲームの体験演習
3回生 17 3
16.11.27 1 京都学園大学 バイオ環境学部 都市緑化材料学 3回生 50 3






日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.08.02 ～ 15.08.06 5 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「瀬戸内に見る森里海連
環」
1回生 12 9 TAを含む
16.08.18 ～ 16.08.19 2 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「環境の評価」 全学1回生 8 2 TAを含む
計 7 （2件） 20 11
北白川試験地
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.04.10 1 京都大学 農学部 食品有機化学実験および実験法 3回生 36 3
16.04.13 1 京都大学 農学部 森林科学科新入生歓迎会 60 31
16.04.20 1 京都大学 農学部 土壌物理学・水環境工学実験　採土方
法の習得と土壌の三相分布測定
3回生 25 1
16.05.10 1 京都大学 農学部 木本植物の葉の形質測定 2回生 33 1
16.06.08 1 京都大学 農学部 有機化学実験 3回生 50 2




全学1回生 6 0 公開森林
実習Ⅰと
併催
16.10.26 1 京都大学 農学部 応用生態学実験及び実験法 3回生 15 1




計 8 （8件） 230 44
紀伊大島実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.08.22 ～ 16.08.26 5 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「里域連環学入門」 全学1回生 20 5
16.09.05 ～ 15.09.09 5 京都大学 農学部 植物調査法と実習 2回生 63 7
16.09.19 ～ 16.09.23 5 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「地域連環学入門」 全学1回生 11 5
計 15 （3件） 94 17
舞鶴水産実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.06.11 ～ 16.06.12 2 京都大学 理学部 地質科学野外巡検I（大島半島巡検） 3回生 22 8
16.08.04 1 京都大学 大学院地球環境学舎 環境マネジメント教育ゼミ等夏期野外
実習
修士 39 16
16.08.04 ～ 16.08.06 3 京都大学 農学研究科 ILASセミナー「お魚好きのための魚類
研究入門」
18 11
16.08.08 ～ 16.08.11 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習I：芦生研究林－由
良川－丹後海コース
48 38
16.08.22 ～ 16.08.23 2 京都大学 国際高等教育院 ILAS「Learn in English Summer
Program」
16 4
16.08.24 ～ 16.08.29 6 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習I 108 27
16.08.29 ～ 16.09.03 6 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習II 105 27
16.09.05 ～ 16.09.08 4 京都大学 大学院農学研究科 水資源利用光学実験（大学院）、水理
学実験（学部）
116 7
16.12.23 ～ 16.12.27 5 京都大学 フィールド研 博物館実習（館園実務） 5 4
17.03.08 ～ 17.03.10 2 京都大学 地球環境学舎 国際スプリングスクール2017‐環境学
分野‐における乗船実習
42 15
17.02.22 1 京都大学 大学院農学研究科 舞鶴合同セミナー 24 0 他大学生
10人等を
含む
17.03.13 ～ 17.03.18 6 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習IV 60 30
16.05.25 ～ 16.05.28 4 近畿大学 農学部 環境生態学･実習I 80 15
16.05.28 ～ 16.05.29 2 近畿大学 農学部 沿岸藻場実習 40 5
16.08.08 ～ 16.08.11 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習I（公開実習） 24 0 （併催）
16.08.16 ～ 16.08.20 5 関西学院大学 理工学部 臨海実習 130 37
16.08.24 ～ 16.08.29 6 京都大学 フィールド研 海洋生物科学実習I（公開実習） 18 0 （併催）
16.08.29 ～ 16.09.03 6 京都大学 フィールド研 海洋生物科学実習II（公開実習） 6 0 （併催）
16.09.09 ～ 16.09.14 6 岐阜大学 教育学部 臨海実習及び実験 66 23




16.12.23 ～ 16.12.27 5 京都大学 フィールド研 博物館実習（館園実務）（公開実習） 5 0 （併催）
17.03.13 ～ 17.03.18 6 京都大学 フィールド研 若狭湾春季の水産海洋生物実習（公開
実習）
30 0 （併催）







日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
16.04.05 ～ 16.04.06 2 京都大学 理学部 生物科学専攻インターラボ 90 14
16.04.28 ～ 16.05.01 4 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「海産無脊椎動物の多様
性」
2回生以上 16 4
16.05.05 ～ 16.05.08 4 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「貝類の不思議」 16 4
16.08.29 ～ 16.09.05 8 京都大学 理学部 臨海実習第1部 2回生以上 40 40
16.08.28 ～ 16.09.04 8 京都大学 理学部 臨海実習第4部 3回生以上 16 0 (併催）
16.08.28 ～ 16.09.04 2 京都大学 防災研究所 ILASセミナー「川を観る、海を観る」 全学1回生 8 2
16.09.13 ～ 16.09.19 7 京都大学 理学部 臨海実習第2部 3回生以上 77 12
16.09.26 ～ 16.09.29 4 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「南紀の博物誌」 16 4
16.11.11 ～ 16.11.12 2 京都大学 理学部 地質科学野外巡検IB 20 4
16.09.28 ～ 16.09.29 2 京都大学 医学研究科 ILAS Special seminar 10 2
16.09.29 ～ 16.09.30 2 京都大学 理学研究科 ILAS Special seminar 12 2
16.11.07 ～ 16.11.11 5 京都大学 フィールド研 博物館実習（館園実務） 10 30
16.12.23 ～ 16.12.24 2 京都大学 理学部 生物学セミナー：海洋生物学 2 8
17.03.14 ～ 17.03.19 6 京都大学 理学部 臨海実習第3部 18 19
17.03.26 ～ 17.03.31 6 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習Ⅳ：沿岸域生態系に
与える陸・川・人の影響
54 40
16.04.06 ～ 16.04.11 6 和歌山大学 教育学部 臨海実習 34 22
16.04.24 1 大阪教育大学 コア・サイエンス・ティーチャー
（CST）プログラム野外体験実習
11 2
16.06.03 ～ 16.06.07 5 奈良女子大学 理学部 臨海実習II 87 15
16.06.19 ～ 16.06.23 5 奈良教育大学 教育学部 臨海実習 100 12
16.07.02 ～ 16.07.06 5 大阪教育大学 教育学部 臨海実習 55 5
16.07.16 ～ 16.07.22 7 大阪市立大学 理学部 臨海実習 145 14
16.09.13 ～ 16.09.19 7 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「発展生物学実習」 49 0 (併催）
京大生21
人を含む
16.08.15 ～ 16.08.19 5 関西学院大学 理工学部 臨海実習I 115 20
16.08.29 ～ 16.09.05 8 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「自由課題研究」 8 0 (併催）
16.08.22 ～ 16.08.27 6 大阪大学 理学部 生物学臨海実習 168 18
16.09.20 ～ 16.09.25 6 大阪大学 インターナショナ
ルカレッジ
Marine Biology Field Work 100 24
16.10.10 ～ 16.10.16 7 京都大学 フィールド研 博物館実習（館園実務）他大学生対
象）
14 21
17.01.07 ～ 17.01.09 3 奈良教育大学 教育学部 研究室ゼミ合宿 55 6




17.03.14 ～ 17.03.19 6 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「藻類と海浜植物の系統
と進化」
18 0 (併催）























16.04.02 ～ 16.12.03 3 知ろう守ろう芦生の森 一般 26 16 共催











16.11.22 1 地権者見学会 一般 8 5
計 12 （9件） 241 44
北海道研究林
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
16.05.27 1 275生年3足遠校学小茶標
16.06.21 1 702生年6～1室教工木校学小幌沼
17.01.14 ～ 17.01.15 2 標茶町教育委員会 しべちゃアドベンチャースクールス
テージ6
小中高生 38 5 共催
16.08.02 1 京大フィールド研 北海道研究林 ひらめき☆ときめきサイエンス 中高生 24 6
16.10.15 1 京大フィールド研 北海道研究林 ミニ公開講座「自然観察会」（京大
ウィークス）
一般 19 10 白糠区
計 6 （5件） 158 30
和歌山研究林
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
16.05.26 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森のことを知ろ
う」
5年生 6 5 共催
16.06.01 1 総合的な学習の時間「SIMIZUタイム」
(森林ウォーク)
1年生 8 4 共催
16.10.27 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森は友だち　森
林の町清水」環境
5年生 8 4 共催
16.10.30 1 京大フィールド研 和歌山研究林 ミニ公開講座（京大ウィ－クス） 一般 21 6
計 4 （4件） 43 19
上賀茂試験地
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考










16.04.16 1 京大フィールド研 上賀茂試験地 上賀茂試験地春の自然観察会 33 5
16.05.28 ～ 16.12.28 4 株式会社京都銀行 森林ボランティア活動 173 0
16.05.14 ～ 16.11.26 2 株式会社京都銀行 巣箱観察会・巣箱かけイベント 109 0
16.06.18 1 京大農学研究科 障がいのある子ども達の生活能力向上
のための治療的教育
18 2
16.08.27 1 樹木医会15期同期会 研修会(マツ属の特性について） 22 1
16.09.09 1 NPO法人シニア自然大学校 植物観察 42 1





16.11.05 1 京大フィールド研 上賀茂試験地 上賀茂試験地秋の自然観察会（京大
ウィークス）
23 5
16.11.18 1 古代植物研究会 古くから生植している植物の現物観察 13 2



















者象対名トンベイ・座講者催主数日 参加者数 教員等数 備考
16.06.08 1 周南市公園花とみどり課 和田中学校環境体験学習 中学生 29 3
16.08.05 1 ILASセミナー高校生オープン参加野外
実習





高校生 8 0 高校生6
人（併
催）
16.06.25 1 周南市公園花とみどり課 京都大学フィールド研・周南市連携講
座（第13回）
25 4 共催




16.11.19 1 周南市公園花とみどり課 京都大学フィールド研・周南市連携講
座（第14回）
20 3 共催
16.12.05 ～ 16.12.16 10 全国社寺等屋根工事技術保存会 檜皮採取研修 40 0
31551）件7（61計
北白川試験地
者象対名トンベイ・座講者催主数日 参加者数 教員等数 備考
16.07.26 1 19会学見校高木茨立府阪大
16.06.12 1 IKEBANA of Alien Species 外来種い
けばなワークショップ
28 6






者象対名トンベイ・座講者催主数日 参加者数 教員等数 備考
16.07.05 1 303座講育教科理校学等高・校学中ータンセ育教合総府都京
16.07.21 ～ 16.07.22 2 448習実季夏校学等高鶴舞西立府都京
16.07.27 ～ 16.07.29 3 京都教育大附属高等学校 臨海実習 69 4
16.08.01 ～ 16.08.03 3 京都府立南陽高等学校 舞鶴臨海実習 69 12







者象対名トンベイ・座講者催主数日 参加者数 教員等数 備考
16.05.25 1 536察観物生の辺海校学中蔭樟
16.06.02 ～ 16.06.08 2 和歌山県立日高高等学校 ナチュラルサイエンスⅠ特別講義「京
都大学瀬戸臨海実験所研修」
86 6
16.06.09 ～ 16.06.10 2 生物学実習 44 4
16.06.09 ～ 16.06.10 2 和歌山県高等学校文化連盟　自然科学
部会　生物学実習
44 10
16.07.16 ～ 16.07.18 3 大阪市立汎愛高等学校 理科課題研究「白浜臨海実習」 72 4
16.07.23 ～ 16.07.26 4 滋賀県立膳所高等学校 サイエンスキャンプ（第47回生物実習
旅行）
116 5
16.07.27 ～ 16.07.29 3 奈良県立奈良高等学校 SSH 和歌山研究講座 66 3
16.07.30 ～ 16.07.31 2 兵庫県立尼崎小田高等学校 サイエンスリサーチ科　臨海実習 32 3
16.08.03 ～ 16.08.04 2 奈良県立郡山高等学校 郡山高等学校　生物部　臨海実習 12 2
16.08.20 ～ 16.08.21 2 奈良女子大学附属中等教育学校 SSH 海の学校 48 4
16.09.09 ～ 16.09.11 3 滋賀県立石山高等学校 石山高校海洋実習（略称：BMC） 66 17
16.10.08 ～ 16.10.10 3 大阪府立住吉高等学校 瀬戸臨海研修 108 7
16.12.27 ～ 16.12.28 2 大阪府立豊中高等学校 生物研修旅行 38 2
16.04.23 ～ 16.06.18 3 きのくに県民カレッジ｢磯採集体験｣ 62 9
16.07.16               1 白浜町 水族館見学「ふるさと自然探検隊　水
辺環境教室」
21 1
16.10.15 ～ 16.02.13 3 きのくに県民カレッジ｢水族館の飼育
体験｣
4 3
16.10.22 1 施設見学会（京大ウィークス） 21 6




































伊勢 武史. 生物進化とはなにか？：進化が生んだイビツな僕ら. ベレ出版, 2016. 
里域生態系部門 
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梅本 信也. 紀伊大島のイノシシとアオノクマタケラン：排他的関係性をめぐって. 山口 裕文・金子 務・大形 徹・大
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■小林 志保 
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■木村 里子 
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れざる世界を探る. 京都通信社, 2016, p.142-145. 
森里海連環学教育ユニット 
■吉積 巳貴 
Yoshizumi,Miki. Multi-stakeholder community education through environmental learning programmes in Nishinomiya. Educating 





Hishi,Takuo; Tateno,Ryunosuke; Fukushima,Keitaro; Fujimaki,Reiji; Itoh,Masami; Tokuchi,Naoko; Näsholm,Torgny;. Changes in 
the anatomy, morphology and mycorrhizal infection of fine root systems of Cryptomeria japonica in relation to stand ageing. 
Tree Physiology. 2017, 37 (1), p.61-70. 
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Tokuchi,Naoko; Torikai,Hisahiro; Yoshida,Toshiya. Monitoring of the ground-dwelling beetle community and forest floor 
environment in 22 temperate forests across Japan. Ecological Research. 2016, 31(5), p.607-608. 
■舘野 隆之輔 
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Estimation of field soil nitrogen mineralization and nitrification rates using soil N transformation parameters obtained through 
laboratory incubation. Ecological Research. 2017, 32(2), p.279-285. 
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Kobayashi,Kazuya. Sex allocation promotes the stable co-occurrence of competitive species. Scientific Reports. 2017, 7, p.Article 
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里域生態系部門 
■山下 洋 
Yamashita,Yoh; Kurita,Yutaka; Yamada,Hideaki; Miller,John M.; Tomiyama,Takeshi. A simulation model for estimating optimum 
stocking density of cultured juvenile flounder Paralichthys olivaceus in relation to prey productivity. Fisheries Research. 2017, 
186(2), p.572-578. 
Fuji,Taiki; Kasai,Akihide; Ueno,Masahiro; Yamashita,Yoh. Importance of estuarine nursery areas for the adult population of the 
temperate seabass Lateolabrax japonicus, as revealed by otolith Sr:Ca ratios. Fisheries Oceanography. 2016, 25(4), p.448-456. 
Fujino,Takumi; Sawada,Hideki; Mitamura,Hiromichi; Masuda,Reiji; Arai,Nobuaki; Yamashita,Yoh. Single spaghetti tagging as a 
high-retention marking method for Japanese common sea cucumber Apostichopus japonicus. Fisheries Science. 2017. 
Fujita,Junta; Zenimoto,Kei; Iguchi,Akira; Kai,Yoshiaki ; Ueno,Masahiro; Yamashita,Yoh;. Comparative phylogeography to test for 
predictions of marine larval dispersal in three amphidromous shrimps. Marine Ecology Progress Series. 2016, 560, p.105-120. 
Fukuta,Atsushi; Kamimura,Yasuhiro; Hori,Masakazu; Nakaoka,Masahiro; Noda,Tsutomu; Yamashita,Yoh; Otake,Tsuguo; 
Shoji,Jun. Offshore currents explain the discontinuity of fish community in seagrass bed along the Japanese archipelago. 
- 85 -
- 86 - 
 
Fisheries Oceanography. 2016, 26(1), p.65-68. 
Itoh,Sachihiko; Kasai,Akihide; Takeshige,Aigo; Zenimoto,Kei; Kimura,Shingo; Suzuki,Keita W.; Miyake,Yoichi; 
Funahashi,Tatsuhiro; Yamashita,Yoh; Watanabe,Yoshiro. Circulation and haline structure of a microtidal bay in the Sea of Japan 
influenced by the winter monsoon and the Tsushima Warm Current. Journal of Geophysical Research: Oceans. 2016, 121(8), 
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久保田 信. 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所"北浜"でのシロヘリハンミョウ(ハンミョウ科)の出現動
態. 日本生物地理学会会報. 2017, 71, p.243-247. 
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p.110-116. 
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森里海連環学教育ユニット 
■横山 寿 
横山 寿. Paraprionospio属多毛類分類の昨今 : 分類はなぜ混乱したか (総特集 環形動物の分類学 : 日本とその周辺
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■長谷川 尚史 
長谷川 尚史. 林業イノベーション：今見えてきた変革の種. 現代林業. 全国林業改良普及協会, 2016, 2016年4月号, 
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■梅本 信也 
梅本 信也. 古座川合同調査報告集第12巻第1号. 梅本信也. ユニバース印刷, 福知山市, 2016, 12(1), p.1-418. 
梅本 信也. 古座川合同調査報告集第12巻第2号. 梅本信也. ユニバース印刷, 福知山市, 2016, 12(2), p.419-864. 
海洋生態系部門 
■荒井 修亮 
荒井 修亮. 海洋理工学会を巡る出会いと別れ. 海洋理工学会誌. 2016, 22(2), p.1-3. 
■大和 茂之 
大和 茂之. 神島・畠島の海洋生物. 熊楠works. 南方熊楠顕彰会, 2016, (47), p.3-8. 
■小林 志保 
中田 聡史，小林 志保，石坂 丞二，山本 圭吾，中嶋 昌紀，林 美鶴. 静止海色衛星を用いた大阪湾奥における赤潮動
態の解明に向けて. 瀬戸内海 . 2016, 72, p.66-68. 
■木村 里子 




横山 寿. 海面魚類養殖場の環境評価と修復(第1回)飼料の流れと環境インパクト. アクアネット : 産地と消費地をネ
ットする水産情報誌. 湊文社, 2016, 19(5), p.50-53. 
横山 寿. 海面魚類養殖場の環境評価と修復(第2回)養殖許容量と環境基準. アクアネット : 産地と消費地をネットす
る水産情報誌. 湊文社, 2016, 19(6), p.60-63. 
横山 寿. 海面魚類養殖場の環境評価と修復(第3回)環境修復. アクアネット : 産地と消費地をネットする水産情報誌.
 湊文社, 2016, 19(7), p.44-47. 
横山 寿. 海面魚類養殖場の環境評価と修復(第4回)事例研究よりみた持続的養殖. アクアネット : 産地と消費地をネ
ットする水産情報誌. 湊文社, 2016, 19(8), p.54-58. 
横山 寿，谷岡 義治，三浦 仁嗣. 海面魚類養殖場の環境評価と修復(第5回)自前モニタリングの大切さ. アクアネット 
: 産地と消費地をネットする水産情報誌. 湊文社, 2016, 19(9), p.46-48. 
白眉センター 
■原村 隆司 
加賀谷 勝史，山道 真人，越川 滋行，原村 隆司. シリーズ白眉対談11「生物学の様々な視点」. 白眉センターだより. 2017, 
12, p.3-8. 
■加賀谷 勝史 
加賀谷 勝史. 超高速運動. 動物の生きるしくみ事典. 日本比較生理生化学会, 2017. 




大橋 健太，黒田 眞人. 北白川試験地におけるセコイアデンドロン接ぎ木の試み. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成
27)年度, p.61-64. 
■北川 陽一郎 
北川 陽一郎. 北海道研究林標茶区における天然更新補助施業の報告. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成27)年度, 
p.55-60. 
■黒田 眞人 
大橋 健太，黒田 眞人. 北白川試験地におけるセコイアデンドロン接ぎ木の試み. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成
27)年度, p.61-64. 
■柴田 泰征 
柴田 泰征. 北海道研究林標茶区の湿地林の樹種構成. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成27)年度, p.40-42. 
■中川 智之 
中川 智之. パルプ用丸太の層積計算について. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成27)年度, p.43-46. 
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■西岡 裕平 
西岡 裕平. 森里海連環学実習IIで実施された水質調査結果について. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成27)年度, 
p.47-54. 
■林 大輔 
林 大輔. センサーカメラが捉えたニホンジカ出没傾向. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成27)年度, p.32-34. 
■平井 岳志 
平井 岳志. 芦生における狩猟塔の試作過程. 研究林・試験地情報. 2017, 2015(平成27)年度, p.25-31. 
■山内 隆之 








渡辺 謙太，福島 慶太郎，笠井 亮秀，吉岡 崇仁，山下 洋．由良川−丹後海における栄養塩・溶存鉄の動態と生物生産．
日本水産学会シンポジウム｢森川里海のつながりを科学で説明できるか？｣．東京海洋大学（品川区），2017-3-26，2017． 
■徳地 直子 
徳地 直子. 紀伊半島の河川水の水質と物質収支. 日本ペドロジー学会 講演要旨集. 和歌山県民交流プラザ（和歌山市）, 
2017310, 2017, p.24-28. 
柏木 孝太，日浦 勉，徳地 直子. 火山灰土壌において栄養塩添加が窒素・リン動態および土壌酵素活性に与える影響. 日
本森林学会. 2017-03-27, 2017. 
松浦 真奈，矢野 翠，木庭 啓介，駒井 幸雄，徳地 直子. 森林生態系からの窒素抽出要因の検討ｰ広域的渓流水質デー
タを用いてｰ. 生態学会. 2017-03-15, 2017. 
■舘野 隆之輔 
舘野 隆之輔，中山 理智，岩岡 史恵，谷口 武士，福澤 加里部. 圧密処理が土壌の窒素動態と微生物群集動態に与える
影響. 第128回日本森林学会大会. 鹿児島大学（鹿児島市）, 2017-03-28, 2017. 
岩岡 史恵，谷口 武士，山中 典和，杜 盛，舘野 隆之輔. 半乾燥地の森林土壌における真菌・原核生物機能群組成と窒
素動態. 日本生態学会第64回全国大会. 早稲田大学（東京都）, 2017-03-15, 2017. 
細川 奈々枝，磯部 一夫，浦川 梨恵子，舘野 隆之輔，福澤 加里部，渡辺 恒大，柴田 英昭. 北海道東部の冷温帯林に
おいて土壌の凍結融解が細根リターの増加を通して土壌の窒素無機化に与える影響. 第128回日本森林学会大会. 鹿
児島大学（鹿児島市）, 2017-03-27, 2017. 
中山 理智，今村 志帆美，舘野 隆之輔. 優占樹種の異なる森林での土壌窒素動態に関わる微生物の季節変動. 第128回
日本森林学会大会. 鹿児島大学（鹿児島市）, 2017-03-27, 2017. 
福澤 加里部 ，舘野 隆之輔 ，鵜川 信 ，渡辺 恒大，細川 奈々枝，今田 省吾，柴田 英昭. 冷温帯林の細根動態:積雪
量変化の影響. 2016年度生物地球化学研究会現地セッション. 岡山大学（岡山市）, 2016-11-20, 2016. 
■伊勢 武史 
Ise,Takeshi. Keynote: Data assimilation for terrestrial ecosystem models: A case study with the particle filter. Goldschmidt. 横浜, 
2016-07-01, 2016. 
伊勢 武史，池田 成貴. データ同化による陸上生態系モデルの最適化：粒子フィルタのフレキシビリティ. 日本地球惑
星科学連合. 2016-05-25, 2016. 
Ise,Takeshi. High temperature sensitivity of peat decomposition due to physical-biogeochemical feedback. Alternative Stable 
States: a Unifying Concept in Global Change Ecology. Seminar House (Graduate School of Science), Kyoto University, 
2016-07-28, 2016. 
Ise,Takeshi; Ikeda,Shigeki; Watanabe,Shuntaro. Data assimilation for terrestrial ecosystem models: A case study with the particle 
filter. American Geophysical Union Fall Meeting. San Francisco, CA, USA, 2016-12-12, 2016, p.1269. 
伊勢 武史. シミュレーションとデータ同化にひそむ「理屈」を理解しよう シンポジウム「ちいさな数理の見つけ方」. 
第39回日本分子生物学会年会. 横浜, 2016-12-02, 2016. 
伊勢 武史. データ科学から考える、サイエンスと社会のかかわり. 日本育種学会 第131回講演会. 名古屋, 2017-03-30, 
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2017. 
伊勢 武史. 自然のもつ文化的・教育的・芸術的価値とは：市民の価値判断を反映したマネジメントに向けて. 京都大学
こころの未来研究センター 研究報告会2016 「こころの拡がりと未来」. 京都, 2016-12-11, 2016. 
伊勢 武史. 人と自然の関係を解明する：多面的なアプローチ. 京都大学生態学研究センター 第279回生態研セミナー. 
大津, 2016-09-16, 2016. 
伊勢 武史. 人はなぜ、森で感動するのか: 人と自然のかかわりの多面性にいどむ. 日本生態学会第64回全国大会 シン
ポジウム「人と地球の未来に生態学を：革新的基礎研究と究極目標の総合化に向けて」. 東京, 2017-03-16, 2017. 
伊勢 武史. 地球システム科学で考える環境問題. 第9回生存圏フォーラム総会・特別講演会. 京都大学宇治おうばくプラ
ザ きはだホール , 2016-06-04, 2016. 
伊勢 武史. 陸上生態系モデルにおけるデータ同化の応用：粒子フィルタは使えるか？. iLEAPS-Japan 研究集会 2016 -
諸過程の統合的理解とFuture Earthとの連携-. 名古屋, 2016-09-10, 2016. 
伊勢 武史. 粒子フィルタを用いた森林植生モデルのデータ同化手法の確立と環境変動下の植生状態の将来予測. 
CREST植物頑健性第2回領域会議. 東京, 2017-01-13, 2017. 
伊勢 武史. 粒子フィルタを用いた森林植生モデルのデータ同化手法の確立と環境変動下の植生状態の将来予測. 第2回 
さきがけ新分野開拓セミナー「ICTの展開」. 東京, 2017-02-20, 2017. 
大西 信徳，伊勢 武史. UAVによる空撮写真を用いたLAI測定の精度検証. 日本生態学会第64回全国大会. 東京, 
2017-03-15, 2017. 
池田 成貴，渡部 俊太郎，伊勢 武史. データ同化が明らかにする、日本広域における展葉・落葉フェノロジーと気温の
詳細な関係. 日本生態学会第64回全国大会. 東京, 2017-03-15, 2017. 
渡部 俊太郎，池田 成貴，伊勢 武史. 日本列島の落葉広葉樹林帯の植生変化をシミュレーションで再現する。：データ
同化による試み. 日本生態学会第64回全国大会. 東京, 2017-03-16, 2017. 
野田 佳愛，伊勢 武史. なぜ人は森で癒されるのだろう：脳波からみる森林の心理的効果. 日本生態学会第64回全国大
会. 東京, 2017-03-15, 2017. 
■石原 正恵 
Ishihara,Masae. Intraspecific variation in masting behavior of deciduous tree Betula grossa. 5th Japan-Taiwan Ecology Workshop . 
2016. 
Prayoto,Tonoto; Ishihara,Masae; Nakagoshi,Nobukazu. Relationship between land cover and peatlandfires in Riau, Indonesia. 日
本生態学会第64回全国大会 . 2017. 
■嵜元 道徳 
嵜元 道徳. 京都盆地の丘陵斜面上に広がるヒノキ・コジイ混交林におけるヒノキの種子と実生の動態. 第128回日本森
林学会大会. 鹿児島大学, 2017-03-28, 2017. 
■坂野上 なお 
坂野上 なお，山本 博一. 原木市場における檜皮剥皮木の評価（III）−ヒノキ林所有者の動向−. 第128回日本森林学会大
会. 鹿児島大学, 2017-03-28, 2017. 
■中西 麻美 
中西 麻美，稲垣 善之. 貧栄養な条件におけるヒノキの樹冠の窒素滞留時間と葉寿命. 日本地球惑星科学連合2016年大
会. 2016-05, 2016. 
中西 麻美，稲垣 善之，宮本 和樹，奥 田史郎，荒木 眞岳，深田 英久，柴田 昌三. 気温と土壌条件がヒノキの葉寿命
に及ぼす影響. 第128回日本森林学会大会. 鹿児島大学, 2017-03-28, 2017. 
中西 麻美，稲垣 善之，深田 英久，渡辺 直史. 林冠閉鎖後のヒノキ人工林における成長量と窒素利用. 第67回応用森
林学会. 愛媛大学農学部, 2016-10-23, 2016. 
稲垣 善之，野口 享太郎，倉本 惠生，中西 麻美，深田 英久. ヒノキ人工林における間伐後の樹冠葉量と窒素利用の変
化. 第67回応用森林学会. 愛媛大学農学部, 2016-10-23, 2016. 
稲垣 善之，中西 麻美，丹下 健. 地位が異なるスギ林分における樹冠葉量の推定. 第128回日本森林学会大会. 鹿児島大
学, 2017-03-28, 2017. 
■中川 光 
酒井 陽一郎, うおの会, 中尾 博行, 中川 光, 金尾 滋史, 松田 征也, 宮永 健太郎. 市民調査データを用いた生物多様
性解析とその有用性：うおの会の魚類分布データを用いた滋賀県における淡水魚類の多様性評価と保全. 日本生態学
会第64回全国大会. 東京, 2017-03, 2017. 
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■東 若菜 
東 若菜，鶴田 健二，吉村 謙一，勝山 正則，小杉 緑子. ヒノキの樹液流動の日変化パタンにおける垂直変異と幹貯留
水. 樹木医学会第21回大会. 神戸大学, 2016-11-13, 2016. 
東 若菜，野口 結子，鶴田 健二，鎌倉 真依，小杉 緑子，Lion Marryanna. Dipterocurpus sublamellatusの高所における葉
の水分生理特性. 第64回日本生態学会大会. 早稲田大学, 2017-03-16, 2017. 
井上 直樹，小杉 緑子，東 若菜，吉村 謙一，鶴田 健二，鎌倉 真依. プレッシャーチャンバー法を用いたヒノキ根の
水分特性の測定. 第128回日本森林学会大会. 鹿児島大学, 2017-03-27, 2017. 
堀川 慎一郎，石井 弘明，東 若菜，新良 貴歩美. ブナの表現型可塑性とその地域変異. 第64回日本生態学会大会. 早稲
田大学, 2017-03-16, 2017. 
堀川 慎一郎，明貝 直晃，新良 貴歩美，東 若菜，石井 弘明. ブナの葉における形態的可塑性の地域間差. 第67回応用
森林学会大会. 愛媛大学, 2016-10-23, 2016. 
堀川 慎一郎，明貝 直晃，新良 貴歩美，東 若菜，石井 弘明. 気候条件からみたブナの葉の表現型可塑性. 第129回日
本森林学会大会. 鹿児島大学, 2017-03-27, 2017. 
■渡部 俊太郎 
Ise,Takeshi; Ikeda,Shigeki; Watanabe,Shuntaro. Data assimilation for terrestrial ecosystem models: A case study with the particle 
filter. American Geophysical Union Fall Meeting. San Francisco, CA, USA, 2016-12-12, 2016, p.1269. 
渡部 俊太郎，中川 潤，稗田 真也，高田 研一，野間 直彦. 滋賀県竹生島におけるカワウ個体群衰退が営巣地の植生パ
タンに及ぼす影響. 植生学会第 21 回大会. 2016-11-21, 2016. 
渡部 俊太郎，金子 有子，高倉 耕一，野間 直彦，西田 隆義. タブノキの交配パタンの推定：異型異熟性とモルフ比に
着目して. 種生物学会 2016年シンポジウム. 2016-12-03, 2016. 
渡部 俊太郎，池田 成貴，伊勢 武史. 日本列島の落葉広葉樹林帯の植生変化をシミュレーションで再現する。：データ
同化による試み. 日本生態学会第64回全国大会. 東京, 2017-03-16, 2017. 
里域生態系部門 
■山下 洋 
Harada,M.; Onoue,M.; Kanzaki,T.; Hashiguchi,S.; Tsurukawa,R.; Mochioka,N.; Tamura,Y.; Shimizu,N.; Kasai,Akihide; 
Yamashita,Yoh. Commons management of estuarine ecosystem services: the case study for Japanese eels (Anguilla japonica). 
ECSA(Estuarine Coastal Shelf Association) . ドイツ ブレーメン, 2016-09-06, 2016, p.GS3C O3-39. 
Hashiguchi,S.; Kanzaki,T.; Kasai,Akihide; Tamura,Y.; Sugimoto,R.; Rihei,T.; Arai,Nobuaki;Y amashita,Yoh. Connectivity of 
forests, rivers, and seas : Relation between land-use and water quality. ECSA(Estuarine Coastal Shelf Association) . ドイツ ブ
レーメン, 2016-9-6, 2016, p.GS3C O3-39. 
Omweri,Justus Ooga; Suzuki,Keita W.; Yokoyama,Hisashi; Yamashita,Yoh. Shift in food sources for mysid Neomysis awatschensis 
(Brandt, 1851) in a river-estuarine gradient, stable isotope evidence . IsoEcol2016 (The 10th International Conference on the 
Application of Stable Isotopes to Ecological Studies). Tokyo, Japan, 2016-04-04, 2016, p.101. 
Omweri,Justus Ooga; Suzuki,Keita W.; Yokoyama,Hisashi; Yamashita,Yoh. Influence of sea-water intrusion, salinity and 
temperature on the ecology of mysid Neomysis awatschensis in Yura river-estuary, central Japan. ECSA(Estuarine Coastal Shelf 
Association) 56 Coastal systems in transition: From a 'natural' to an 'anthropogenically-modified' state. Bremen, Germany, 
2016-09-06, 2016, p.GS3C O3-39. 
Kanzaki,T.; Sogabe,T.; Hashiguchi,S.; Harada,M.; Tsurukawa,R.; Mochioka,N.; Kasai,Akihide; Tamura,Y.; Yokoyama,H.; 
Arai,Nobuaki; Yamashita,Yoh. Connectivity of forests, rivers and seas : Relationship between land-use and aquatic biological 
production. ECSA(Estuarine Coastal Shelf Association) . ドイツ ブレーメン, 2016-09-06, 2016, p.GS3C O3-39. 
Lavergne,Edouard; Jiang,W.; Yamashita,Yoh. First glimpse of the Japanese temperate seabass secret from Wakasa Bay, Japan. 
ECSA(Estuarine Coastal Shelf Association) . ドイツ ブレーメン, 2016-09-06, 2016, p.GS3C O3-43. 
山下 洋. 森から海までに物質循環と生物生産. 2016年度地球惑星連合大会. 千葉市, 2016-05-24, 2016, p.A-CG23-01. 
横山 寿，杉本 亮，理塀 隆人，田村 勇司，畔地 和久，山下 洋. 国東半島河口干潟のウミニナのδ  N  は流域特性を
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Nakayama,R.; Nakano,Tomoyuki; Yusa,Y.. Molecular phylogeny and behavioral ecology of 'Lottia kogamogai' species complex 
(Patellogastropoda, Lottiidae) in Japan. World Congress of Malacology 2016. Penang, Malaysia, 2016. 
Sasaki,T.; Nakano,Tomoyuki; Teruya,S.; Nakayama,R.. Patellogastropoda in Japan and Asia: morphology, molecular phylogeny 
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and systematic revision. World Congress of Malacology 2016. Penang, Malaysia, 2016. 
Teruya,S.; D.H.E.Setiamarga; Nakano,Tomoyuki; Sasaki,T.. Molecular phylogeny of Nipponacmea (Patellogastropoda: Lottiidae) 
from Japan: reevaluation of species taxonomy and morphological diagnosis. World Congress of Malacology 2016. Penang, 
Malaysia, 2016. 
Yoshikawa,A.; Nakano,Tomoyuki; Sato,P.T.; Asakura,Akira. Phylogenetic relationships of genus Clibanarius Dana, 1852 and 
Intraspecific Color variation of Clibanarius virescens (Krauss,1843). The joint meeting of the 22nd International Congress of 
Zoology & the 87th meeting of the Zoological Society of Japan.. Okinawa, Japan, 2016-11-14/19, 2016. 
高橋 陽子，中山 凌，中野 智之. コモレビコガモガイの幼生発生. 日本貝類学会平成28年度大会. 東邦大学, 
2016-04-16/17, 2016. 
照屋 清之介，中野 智之，佐々木 猛智. アオガイ類の遺伝的集団構造と生息環境の比較分析. 日本貝類学会平成28年度
大会. 東邦大学, 2016-04-16/17, 2016. 
中山 凌，中野 智之，遊佐 陽一. コモレビコガモガイの巻貝への付着の意義. 日本貝類学会平成28年度大会. 東邦大学, 
2016-04-16/17, 2016. 
吉川 晟弘，池尾 一穂，中野 智之，朝倉 彰. インドー西太平洋域に分布する潮間帯性ヤドカリ・イソヨコバサミの生
物地理学的研究. 第64回日本生態学会大会. 早稲田大学、東京, 2017-03-14/18, 2017. 
■小林 志保 
Kobayashi,Shiho; Nakada,Satoshi; Nakajima,Masaki; Yamamoto,Keigo; Akiyama,Satoshi; Hayashi,Masataka; Ishizaka,Joji . 
Visualization of the distribution of dissolved organic matter in Osaka Bay using a satellite ocean color sensor (COMS/GOCI). 
WET2016  . 中央大学, 2016. 
生田 健吾，小林 志保，山田 誠，本田 尚美，谷口 真人，杉本 亮，富永 修，小路 淳. 山形県鳥海山沿岸における海
底湧水の低次生産への影響評価. 海洋理工学会. 東京海洋大学, 2016. 
宇都宮 達也，本田 尚美，山田 誠，杉本 亮，富永 修，小林 志保，谷口 真人，小路 淳. 海底湧水噴出域周辺に出現
する魚類：山形県と大分県における結果の解析. 日本水産学会秋季大会. 近畿大学, 2016-09-10, 2016. 
北川 勝博，杉本 亮，小林 志保，小路 淳，山田 誠，本田 尚美，谷口 真人，富永 修. 山形県釜磯海岸において海底
湧水がメイオベントスの生息環境と空間分布に及ぼす影響. 日本水産学会秋季大会. 近畿大学, 2016-09-10, 2016. 
田中 佑一，生田 健吾，中田 聡史，山本 圭吾，秋山 諭，原田 慈雄，御所 豊穂，湯浅 明彦，小林 志保. 静止海色衛
星を用いた大阪湾～紀伊水道シラス漁場への黒潮系海水流入の可視化の試み . 日本水産学会春季大会. 東京海洋大
学, 2017. 
富永 修，北川 勝博，竹内 優，石井 建祐，杉本 亮，小林 志保，小路 淳，山田 誠，本田 尚美，谷口 真人. 山形県
釜磯海岸における海底湧出地下水量と淡水割合の空間マッピング. 日本水産学会秋季大会. 近畿大学, 2016-09-10, 
2016. 
中田 聡史，小林 志保，石坂 丞二，林 正能，渕 真輝，中嶋 昌紀. 静止海色衛星による高時空間分解能海表面塩分観
測. 日本海洋学会秋季大会. 鹿児島大学, 2016. 
■木村 里子 
Kimura,Satoko Soen; Akamatsu,Tomonari. A review of passive acoustic method applied for the environmental impact assessment 
of dolphins and porpoises in Japan. The 5th International Seminar on Biodiversity and Evolution: New Methodology for Wildlife 
Science. 京都大学, 2016. 
Kimura,Satoko Soen; Akamatsu,Tomonari. Passive acoustic method applied for the environmental impact assessment of dolphins 
and porpoises in Japan. The 5th Design Symposium on Conservation of Ecosystems (SEASTAR2000) . 京都大学, 2016. 
境 桃子，木村里子，水谷 友一，石川 恵，荒井 修亮. ストレス判定のための飼育下イルカ類のテロメア長測定. 日本
水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2017. 
■竹内 寛彦 
Haramura,Takashi; Takeuchi,Hirohiko; Crossland,Michael R.; Shine,Richard. Biotic resistance to an alien amphibian, cane toad: 
larval competition between native frogs and cane toads. The 8th World Congress of Herpetology. 2016-08-15, 2016. 
■佐藤 崇 
片山 英里，佐藤 崇. トビギンポ科魚類トビギンポの分類学的再検討. 日本魚類学会年会. 岐阜大学, 2016/09/25, 2016. 
千葉 悟，橋口 康之，川原 玲香，佐々木 剛，佐藤 崇，中江 雅典，武島 弘彦. 博物館魚類標本からのDNAデータ復
元への挑戦. 日本魚類学会年会. 2016-09-25, 2016. 
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横山 寿，杉本 亮，理塀 隆人，田村 勇司，畔地 和久，山下 洋. 国東半島河口干潟のウミニナのδ N は流域特性を
反映する. 日本水産学会秋季大会. 近畿大学, 2016-09-09, 2016. 
■清水 夏樹 
Shimizu,Natsuki. The evolution of ecotourism: Concept and meaning to CoHHO. The 11th Inter-University Workshop on 
Education and Research Collaboration in the Indochina Region, Pre-workshop of International Symposium on Global 
Environmental Studies and Research in Asia. Bangkok, Thailand, 2016-11-13, 2016. 
Shimizu,Natsuki. Urban lifestyle and agriculture: Public projects and policy in Kyoto. International Multidisciplinary Symposium 
in Comparative Urban Studies. Dublin, Ireland, 2017-01-27, 2017. 
■吉積 巳貴 
Yoshizumi,Miki. A study on community disaster education programs toward a resilient city against tsunami through local 
community management : A case study of community disaster education programs "Studies on earthquake and tsunami in Shinjo 
area" in Shinjyo town of Tanabe city, Wakayama, Japan. International Conference of Asian-Pacific Planning Societies 2016. 
2016-08-25/27, 2016. 
Yoshizumi,Miki. A study on self-sustaining community resilience through local asset management : A case study of local 
community association "Shinjyo Aigoukai" in Shinjyo town of Tanabe city, Wakayama, Japan. Proceeding of The International 
Symposium on Architectural Interchanges in Asia (ISAIA) 2016. Sendai, Miyagi, 2016-09-20/23, 2016, p.2170-2173. 
Yoshizumi,Miki; Kobayashi,Hirohide. Sustainable utilization of natural environment and cultural diversity through community 
initiatives: case studies of Tanabe city and Shirahama town, Wakayama prefecture, Japan. 1st Asian Conference on Biocultural 
Diversity. Nanao, Ishikawa, 2016-10-27/29, 2016. 
黄 琬惠，小林 広英，峰尾 恵人，吉積 巳貴. 和歌山県田辺市鳥ノ巣半島における里山ランドスケープの変容. 瀬戸内
海研究フォーラムin愛媛 瀬戸内海の昔と今：暮らしの移り変わりから将来を考える. 愛媛大学, 2016-09-08/09, 2016. 
峰尾 恵人，吉積 巳貴，小林 広英，黄 琬惠. 半島性小集落における生活を通じた自然資源利用の変遷：和歌山県田辺
市鳥の巣集落の事例. 瀬戸内海研究フォーラムin愛媛 瀬戸内海の昔と今：暮らしの移り変わりから将来を考える. 
愛媛大学, 2016-09-08/09, 2016. 
■Lavergne, Edouard 
Lavergne,Edouard; Jiang,W.; Yamashita,Yoh. First glimpse of the Japanese temperate seabass secret from Wakasa Bay, Japan. 
ECSA(Estuarine Coastal Shelf Association) . ドイツ ブレーメン, 2016-09-06, 2016, p.GS3C O3-43. 
Lavergne,Edouard. Socio-Ecological Network Analysis of estuaries and lagoons: a tool for management decision making. Working 
group meeting for international cooperation between Kyoto University and Vietnamese Universities. Da Nang and Hue, Vietnam, 
2017-03-25/30, 2017. 
■安佛 かおり 
Anbutsu,Kaori; Yokoyama,Hisashi. Ecological functions of marginal lagoons in Lake Biwa, Japan. International Symposium on the 
Global Environmental Studies in Asia. Bangkok, Thailand, 2016-10-14, 2016. 
安佛 かおり，横山 寿. 琵琶湖の内湖，西の湖とその周辺湿地の生態学的機能. 第64回日本生態学会大会. 早稲田大学, 
2017-03-16, 2017. 
■長谷川 路子 
長谷川 路子. 地域の食文化と自然環境・社会環境とのかかわり. 瀬戸内海研究会議・瀬戸内海研究フォーラムin愛媛. 松
山市, 2016. 
稲福 善男，長谷川 路子. 地域の相互理解への理論と検証の研究. 日本経営診断学会 第175回関西部会. 大阪経済大学大
隅キャンパス 大阪市, 2016-07-09, 2016. 
稲福 善男，長谷川 路子. 地域の研究のための支援としての科学論の研究. 日本経営診断学会 第176回関西部会. 京都私
学会館 京都市, 2016-08-20, 2016. 
稲福 善男，長谷川 路子. 地域の相互理解への理論と検証の研究. 日本経営診断学会 第49回全国大会. 愛知工業大学 名
古屋市, 2016. 
■黄 琬惠 
黄 琬惠，小林 広英，峰尾 恵人，吉積 巳貴. 和歌山県田辺市鳥ノ巣半島における里山ランドスケープの変容. 瀬戸内
海研究フォーラムin愛媛 瀬戸内海の昔と今：暮らしの移り変わりから将来を考える. 愛媛大学, 2016-09-08/09, 2016. 
峰尾 恵人，吉積 巳貴，小林 広英，黄 琬惠. 半島性小集落における生活を通じた自然資源利用の変遷：和歌山県田辺
市鳥の巣集落の事例. 瀬戸内海研究フォーラムin愛媛 瀬戸内海の昔と今：暮らしの移り変わりから将来を考える. 
15
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愛媛大学, 2016-09-08/09, 2016. 
白眉センター 
■原村 隆司 
Haramura,Takashi; Takeuchi,Hirohiko; Crossland,Michael R.; Shine,Richard. Biotic resistance to an alien amphibian, cane toad: 
larval competition between native frogs and cane toads. The 8th World Congress of Herpetology. 2016-08-15, 2016. 
原村 隆司. 種内、種間競争を利用したオオヒキガエルの新たな防除法. 日本爬虫両棲類学会第55回大会 企画集会3「外
来両生類・爬虫類の防除法の最前線」（企画者：原村隆司）. 2016-11-26, 2016. 
原村 隆司, Michael Crossland, Rick Shine.. 種内コミュニケーションを利用したオオヒキガエルの防除法. 第64回日本生
態学会大会. 2017-03-14, 2017. 
■加賀谷 勝史 
加賀谷 勝史. Behavioral plasticity of ultrafast smashing in a Skinner box. 22nd International Congress of Zoology / 第87回 日
本動物学会. 2016-11-17, 2016. 
管理技術部 
■槇田 盤 
槇田 盤. 京大附属演習林と臨海実験所の歴史的資料のデジタルアーカイブ化. 京都大学技術職員研修(第41回). 京都大
学理学研究科セミナーハウス, 2017-02-22, 2017. 
槇田 盤. 京都大学附属演習林ガラス乾板等のデジタルアーカイブ化. 総合技術研究会2017 東京大学 （文化財保存技術
分野）. 東京大学本郷キャンパス, 2017-03-09, 2017. 
■山内 洋紀 









 （高校生以下を対象とする講義などは，(6)社会貢献活動 参照） 
 
森林生態系部門 
長谷川 尚史 京都府立林業大学校「高性能林業機械作業システム（車両系）」 
舘野 隆之輔 鳥取大学乾燥地研究センター「乾燥地生態系の物質循環」 
 酪農学園大学「生態環境総合実習」 
石原 正恵 広島大学大学院国際協力研究科「森林資源学」・客員准教授 
中島 皇 京都教育大学「栽培と飼育の実践II－いのちを育み，慈しむ－」・非常勤講師 
渡部 俊太郎 大阪産業大学「フィールドスタジオ演習I」「基礎スキル演習I」・非常勤講師 
里域生態系部門 
益田 玲爾 岐阜大学「臨海実習」 
 関西学院大学「臨海実習」（集中講義） 
甲斐 嘉晃 関西学院大学「臨海実習」（集中講義） 
鈴木 啓太 関西学院大学「臨海実習」（集中講義） 
海洋生態系部門 
荒井 修亮 放送大学学園「海と海の生き物」（面接授業担当）・非常勤講師 
 放送大学学園「海洋生物情報学」（面接授業担当）・非常勤講師 
 放送大学学園（大学院研究指導担当）・客員教員 
久保田 信 紀南看護専門学校「生物学」・非常勤講師 
 大阪市立大学「臨海実習」 
 島根大学「集中講義」 
宮崎 勝己 奈良教育大学「野外実習A-II」 
 紀南看護専門学校「生物学」 
大和 茂之 関西学院大学「臨海実習」（集中講義） 
 紀南看護専門学校「生物学」 
中野 智之 紀南看護専門学校「生物学」・非常勤講師 
 大阪教育大学「臨海実習」・非常勤講師 
木村 里子 大阪ECO動物海洋専門学校「海洋哺乳類I」「海洋哺乳類II」・講師 
森里海連環学教育ユニット 
清水 夏樹 北里大学獣医学部｢環境経済学」・非常勤講師 
吉積 巳貴 立命館大学「国際環境政策論」 2016-09-05/09 
 龍谷大学「アジアの地域・都市政策」 2016-09-21/2017-01-25 











吉岡 崇仁 日本生態学会：第19回琵琶湖賞運営委員 
 生物地球化学研究会：会長 
徳地 直子 日本森林学会：評議員 
 日本生態学会：関西支部会評議員 





ンポジウムコーディネータ , 2016-11-04/05 
舘野 隆之輔 日本森林学会：英文誌編集委員 
石原 正恵 日本生態学会：大規模長期生態学専門委員会委員 
里域生態系部門 
山下 洋 水産海洋学会：副会長，学会賞受賞候補推薦委員，事業委員 
 日本水産学会：財務担当理事，学会賞選考委員，東日本大震災災害復興支援検討委員会委員，日本水産
学会創立85周年記念事業委員会委員 
 日本水産学会シンポジウム「森川里海のつながりを科学的に証明できるか？」企画責任者, 2016-03-26 
益田 玲爾 日本水産学会：編集委員会委員，国際交流委員会委員 
梅本 信也 日本雑草学会：社会福祉部会委員 
甲斐 嘉晃 日本魚類学会：評議員，編集委員長，学会賞選考委員，50周年記念シンポジウム実行委員会委員，優秀
発表小選考委員会委員 
鈴木 啓太 水産海洋学会：編集委員会委員 
久米 学 陸水生物研究会：運営委員 
 国際トゲウオ会議：9th International conference on stickleback behaviour and evolution 実行委員 
 応用生態工学会：自由集会「河川環境保全の現場：過去・現在・未来」の企画者, 2016-09-02 
海洋生態系部門 
朝倉 彰 国際甲殻類学会 The Crustacean Society (USA) : TCS-Carcinological Society of Japan Liaison Officer 
 日本甲殻類学会：会長，国際誌Crustacean Research編集委員長 
 日本ベントス学会： Editorial Board, Plankton&Benthos Research 
荒井 修亮 日本バイオロギング研究会：会長 
 日本水産学会：理事，近畿支部長，日本水産学会創立85周年記念事業委員会委員 
久保田 信 漂着物学会：学会誌編集委員 
宮崎 勝己 日本節足動物発生学会：編集委員 
大和 茂之 南紀生物同好会：編集委員 
中野 智之 軟体動物多様性学会：事務局，編集委員 
 日本貝類学会：評議員，学会誌Venus編集委員 
小林 志保 日本水産学会：近畿支部幹事 
市川 光太郎 日本水産学会：企画広報委員会委員 
河村 真理子 日本プランクトン学会：若手の会世話人 
森里海連環学教育ユニット 
清水 夏樹 農村計画学会：学術交流委員会委員 
 日本環境共生学会：学術・編集委員 
 農業農村工学会：農業農村整備政策研究部会幹事 
吉積 巳貴 都市計画学会：関西支部研究発表委員 
白眉センター 









舘野 隆之輔 年月日：2016年12月4日 
 受賞者名：岩岡 史恵・谷口 武士・山中 典和・杜 盛・舘野 隆之輔 
 授賞内容：「黄土高原の半乾燥林における優占樹種の菌根タイプの違いが窒素循環に与える影響」（平成
28年度鳥取大学乾燥地研究センター共同研究発表会 ポスター発表，乾燥地科学共同研究発表賞） 
舘野 隆之輔 年月日：2017年3月15日 
 受賞者名：岩岡 史恵・谷口 武士・山中 典和・杜 盛・舘野 隆之輔 
 授賞内容：「半乾燥地の森林土壌における真菌・原核生物機能群組成と窒素動態」（第64回日本生態学会
大会（ESJ64），日本生態学会全国大会賞（ポスター賞）優秀賞） 
伊勢 武史・渡部 俊太郎 
 年月日：2017年3月15日 
 受賞者名：池田 成貴・渡部 俊太郎・伊勢 武史 
 授賞内容：「データ同化が明らかにする, 日本広域における展葉・落葉フェノロジーと気温の詳細な関係」
（第64回日本生態学会大会（ESJ64），日本生態学会全国大会賞（ポスター賞）優秀賞） 
東 若菜 年月日：2017年3月26日 
 授賞内容：Function and structure of leaves contributing to increasing water storage with height in the tallest 
Cryptomeria japonica trees of Japan. Wakana Azuma, H. Roaki Ishii, Katsushi Kuroda, Keiko Kuroda （日本森林
学会，平成29年度日本森林学会学生奨励賞） 
渡部 俊太郎 年月日：2016年12月3日 
 授賞内容：Flowering phenology and mating success in the heterodichogamous tree Machilus thunbergii Sieb. et 
Zucc (Lauraceae)  Shuntaro, Watanabe; Naohiko, Noma; Takayoshi, Nishida.  Plant Species Biology 31: 29-37 
(2016)（種生物学会，2016年 Plant Species Biology 論文賞(第10回)） 
里域生態系部門 
山下 洋 年月日：2016年12月18日 
受賞者名：橋口 峻也・神崎 東子・山下 洋・荒井 修亮 
授賞内容：「大分県国東半島における森里海連環‐陸起源懸濁物質の海域への流出‐」（平成28年度日本
水産学会近畿支部後期例会，優秀発表賞） 
山下 洋 年月日：2016年12月18日 




山下 洋   年月日：2017年3月22日  
受賞者名：冨士 泰期・笠井 亮秀・上野 正博・山下 洋 
      授賞内容：
年度水産海洋学
Importance of estuarine nursery areas for the adult population of the temperate seabass Lateolabrax 
japonicus, as revealed by otolith Sr:Ca ratios. Fisheries Oceanography 2016, 25(4):448-456.（2017
会，論文賞） 
海洋生態系部門 
荒井 修亮 年月日：2016年12月18日 




横山 寿・清水 夏樹 
 年月日：2016年12月18日 




吉積 巳貴 年月日：2016年9月22日 
 授賞内容：「Academic Session Award 2016」（11th International Symposium on Architectural Interchanges in 
Asia(ISAIA 2016), Academic Session Award 2016） 
吉積 巳貴 年月日：2016年12月15日 
 授賞内容：「second prize Academic Session Award 2016」（ベトナム国トゥアティエン・フエ省 2016年 第8
回 Award for Scientific, Technical Creativity） 
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白眉センター 




岸本 泰典 年月日：2016年6月14日 
 授賞内容：「darling」（朝日新聞社・全日本写真連盟・森林文化協会主催の第33回「日本の自然」写真コン
テスト, スペシャル部門・優秀賞） 









吉岡 崇仁 京都府南丹広域振興局：芦生地域有害鳥獣対策協議会 委員 
 全国大学演習林協議会：理事 
徳地 直子 農林水産省：農林水産技術会議事務局・国立研究開発法人審議会 臨時委員 
 岐阜県：清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価審議会 委員 
 京都府：環境影響評価専門委員会 委員 
 京都市：環境影響評価審査会 委員 
 京都市：京都市土地利用審査会 委員 
 一般財団法人防災研究協会：非常勤研究員 
 京都府八幡市：環境審議会 委員 
 西山森林整備推進協議会 会長 
 天王山周辺森林整備推進協議会 顧問 
長谷川 尚史 林野庁：林業普及指導員資格試験審査委員 
 近畿中国森林管理局：技術開発委員会 委員 
 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産業技術研究支援センター：「革新的技
術j開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）」に係る専門プログラム・オフィサー 
 和歌山県農林水産部：林業研修部カリキュラム等検討委員会 委員 
 滋賀県：しがの林業成長産業化推進懇話会 委員 
 和歌山県農林水産部：森林審議会 委員 
 三重県農林水産部：豊かな森と地域を担う人材育成検討会 委員 
 京都府：京都林業ルネサンスプラン検討委員会 座長, 2016-11-15 
 京都府：林業の星ステップアップ制度検討会 座長, 2017-02-09, 24 
 兵庫県：農政環境部農政企画局 農林水産政策審議会 委員 
 兵庫県：森林審議会委員・松くい虫防除対策部 会長 
 京都市：京都市域における集中的な森林整備に向けた検討会議 委員 
 有田川町：林業活性化協議会委員, 2016-06-07,11-24 
 住友林業株式会社：資源環境本部 森林クラウドシステム標準化検討委員会 委員 
 一般財団法人 日本情報経済社会推進協会：ICT地域創生協議会（仮称） 準備会合委員 
 公益社団法人 農林水産・食品産業技術振興協会：「農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業」１次
（書面）審査専門評価委員 
舘野 隆之輔 鳥取大学乾燥地研究センター：共同研究委員会 委員 
 標茶町：標茶町林業推進協議会 委員 




 京都大学農学部四明会 委員 
 日本学術会議：委員（iLEAPS小委員会委員），（Clic小委員会委員） 
石原 正恵 日本学術会議：委員（GLP小委員会委員） 
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 社団法人 滋賀県造林公社：理事 
中西 麻美 奈良県：公共事業評価監視員会委員 
 特定非営利活動法人森林再生支援センター：理事 
里域生態系部門 
山下 洋 いであ株式会社 大阪支社：環境影響評価に関する専門家 
 滋賀県：第20期滋賀県内水面漁場管理委員会委員 










益田 玲爾 京都府農林水産部水産課：京都海区漁業調整委員会 委員 






荒井 修亮 国立極地研究所：運営会議南極観測審議委員会生物圏専門部門 委員 
 沖縄防衛局：普天間飛行場代替施設建設事業に係る環境監視等委員会 委員 
 一般財団法人漁港漁場漁村総合研究所：「有用魚種の行動解析に基づく漁場整備の検討」に係る検討委員
会 委員 
 一般社団法人マリノフォーラム21：平成28年SEAFDEC技術協力委員会 委員 
 大阪府立環境農林水産総合研究所：研究アドバイザリー委員会 委員 
 岐阜県都市建築部街路公園課：メコンオオナマズ学術調査委員会 特別会員 
 京都大学農学部四明会 委員 
久保田 信 和歌山県立自然博物館：評価部会長 
 和歌山県立自然博物館：アドバイザー・協議会副会長 




大和 茂之 公益財団法人 天神崎の自然を大切にする会：評議員 
 田辺市：南方熊楠顕彰会 学術部委員 






清水 夏樹 近畿農政局：近畿農政局農村振興関係交付金交付先選定審査委員会 外部委員 
 京丹波町：木質バイオマスエネルギー活用推進委員会 委員長 
 京丹波町：バイオマス産業都市構想策定委員会 委員長 
吉積 巳貴 滋賀県：環境審議会環境企画部会 委員 
 神戸市：神戸市みちの懇談会 委員 
 近江八幡未来づくりキャンパス委員 
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管理技術部 
紺野 絡 京都府南丹広域振興局農林商工部：芦生地域有害鳥獣対策協議会 オブザーバー 
平井 岳志 京都府南丹広域振興局農林商工部：芦生地域有害鳥獣対策協議会 オブザーバー 
◆高校生までを対象としたプログラム 
森林生態系部門 
吉岡 崇仁 「環境を評価するってどういうこと？」山口県立徳山高校理数科セミナー, 2016-06-07 
 和田中学校「環境学習」を実施（徳山試験地・周南市との連携事業）, 2016-06-08 
 「森・里・海のつながり」徳山・山口・岩国高校SSH合同セミナー（山口県セミナーパーク，山口市）, 
2016-08-08 
長谷川 尚史 有田中央高校清水分校：SIMIZUタイム（森林ウォーク）講師（和歌山研究林・有田中央高校清水分校） 
舘野 隆之輔 日本学術振興会 研究成果の社会還元・普及事業「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究
室へ～」の一環で，「大学の森で学ぼう2016 ～森は水をきれいにする～」（ミニ講義，野外調査体験等 対
象：小学校高学年・中学生・高校生）を開催（北海道研究林）, 2016-08-02 
中西 麻美 京都府立西舞鶴高等学校, 2016-06-13/2016-09-17 
 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎：SSH事業 講師（聰山美術館（南丹市美山町））, 2016-08-17 
 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎：SSH事業 講師（天王寺校舎）, 2015-12-17 
里域生態系部門 
山下 洋 京都府立西舞鶴高等学校：講師（舞鶴水産実験所，京都府立西舞鶴高等学校ほか）, 2016-06-13/2016-09-17 
 KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭「PLANKTON 漂流する生命の起源」展の関連ワークショップ キッ
ズ・ワークショップ: クリスチャン・サルデのプランクトン探検隊（フィールド研会議室）2016-04-29 
益田 玲爾 京都教育大学附属高校 臨海実習講師（舞鶴水産実験所）, 2016-07-27/29 
 海の京都未来っ子プロジェクト講演『ぼくらの海の魚たち』（舞鶴水産実験所）2016-07-30 
 舞鶴市池内川水辺の生き物観察会 講師（舞鶴市池内川）, 2016-08-05 
 エコ～るど京大講演 「京都の海の魚たちのひみつ」（舞鶴水産実験所）2016-08-08 










甲斐 嘉晃 京都府立西舞鶴高等学校・講師, 2016-06-13/2016-09-17 
 京都府立南陽高等学校・講師, 2016-07-09/2016-08-03 
鈴木 啓太 KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭「PLANKTON 漂流する生命の起源」展の関連ワークショップ キッ
ズ・ワークショップ: クリスチャン・サルデのプランクトン探検隊（フィールド研会議室）2016-04-29 
 京都府立西舞鶴高等学校・講師, 2016-06-13/2016-09-17 
 京都教育大学附属高等学校・臨海実習講師（舞鶴水産実験所）, 2016-07-27/29 
 京都府立南陽高等学校・臨海実習講師（舞鶴水産実験所）, 2016-08-01/03 
澤田 英樹 京都府立東舞鶴高等学校数理探求コース講演「無脊椎動物とナマコの話」（京都府立東舞鶴高等学校）
2016-10-05 
 京都府立海洋高等学校海洋工学科 講師（京都府立海洋高等学校）2017-01-20, 2017-02-20 
海洋生態系部門 
久保田 信 奈良県立奈良高等学校・SSH和歌山研究講座：講師, 2016-07-27/29 
 大阪府立住吉高等学校・SSH：講師, 2016-10-08/10 
大和 茂之 和歌山県立日高高校SSH・講師（田辺市天神崎）, 2016-06-02, 06-08 
中野 智之 奈良県立奈良高等学校・講師（瀬戸臨海実験所）, 2016-07-27/29 
 大阪府立豊中高等学校・講師（瀬戸臨海実験所）, 2016-12-27/28 
木村 里子 嵯峨野高校 SSHフィールドワーク（京都大学）, 2016-07-29 
 京大サイエンス講座（京都大学，南陽高校）, 2016-11-01/2016-12-10 
河村 真理子 滋賀県立膳所高等学校 SSHサイエンスキャンプ・講師（瀬戸臨海実験所）2016-07-23/26 
 兵庫県立尼崎小田高等学校 SSH京都大学瀬戸臨海実験所実習・講師（瀬戸臨海実験所）2016-07-30/31 
 滋賀県立石山高等学校 生物海洋実習・講師（瀬戸臨海実験所）2016-09-09/11 
















のつながり」の物語り」（京都大学百周年時計台記念館 百周年記念ホール）, 2016-10-29 





徳地 直子 上賀茂試験地「春の自然観察会」, 2016-04-16 
 上賀茂試験地「秋の自然観察会」, 2016-11-05 
 毎日放送 テレビ報道番組「Voice」のコーナー 憤懣本舗「狙われたカキツバタ：神主も研究者も大迷惑！
紫の花食べた犯人は！？」に協力（上賀茂試験地での撮影部分）, 2016-06-06 放送 












舘野 隆之輔 ミニ公開講座「自然観察会」(京大ウィークス)（北海道研究林白糠区）, 2016-10-15 








 BS-TBS「俳優・小市慢太郎がゆく～森の京都～」に出演 2016-07-24 
 ラジオ京都リビングエフエム FM845 の特別番組「聞いてみよう森の京都2016」に出演 2016-10-25 
 ラジオα-STATION (FM KYOTO 89.4)のd&radio KYOTOに出演 2017-01-22,29  
 ジオパークフェア 出演（有楽町駅前広場）2017-02-04 
 ジオパークフェア ニュース映像（ナショジオNEWS）2017-03-10 
 ジオパークフェア ニュース映像（FOX BREAK）2017-03-11 
 「YES, WE DO KYOTO!」外来種いけばな（京都大学旧演習林事務室）2016-06-12 
 「YES, WE DO KYOTO! DAY」外来種いけばな（京エコロジーセンター）2016-10-16 
 エコ～るど・京大 オープンラボ（京大生協ルネ）2016-06-23 
石原 正恵 第2回周南市連携講座（徳山試験地主催・山口県周南市共催），講演「長期観測から見えてきた森の時間」
（徳山試験地）2016-11-19 




嵜元 道徳 上賀茂試験地「春の自然観察会」2016-04-16 
 上賀茂試験地「秋の自然観察会」, 2016-11-05 
坂野上 なお 芦生研究林 一般公開「森林軌道散策」（京大ウィークス）（芦生研究林）, 2016-10-22 
中川 光 芦生研究林 一般公開「川魚の調査体験」（京大ウィークス）（芦生研究林）, 2016-10-22 
東 若菜 「天王山周辺森づくりフォーラム 天王山の森の不思議ハイキング～親子で訪ね楽しく学ぶ天王山の森
林と自然，いきものたち～」にて講演「森のおはなし」（天王山ほか）2016-12-04 
里域生態系部門 
山下 洋 KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭「PLANKTON 漂流する生命の起源」展の関連ワークショップ 顕微
鏡写真の世界: クリスチャン・サルデとマクロノーツによるマスタークラス（フィールド研会議室）
2016-04-30/2016-05-01 
益田 玲爾 火曜サロン「舞鶴湾の魚たち その生態と調理法」（舞鶴市長浜市民交流センター）2016-04-19 
 中学校・高等学校理科教育講座「水中から見た若狭湾の環境と生物の多様性」（舞鶴水産実験所）2016-07-05 






梅本 信也 NHK和歌山放送局 明日のWA！において，紀伊大島実験所が取材を受けた「マキバブラッシの赤い花が
咲く（串本町）」が放送, 2016-05-19 
甲斐 嘉晃 海の民学舎 講演（京都府宮津市）, 2016-06-20 





澤田 英樹 「緑洋丸」の乗船体験と施設見学会を開催（京大ウィークス）（舞鶴水産実験所）2016-10-15 




和歌山 総合テレビ「あすのＷＡ！」において，白浜水族館の展示紹介が放送, 2016-05-16 
 読売テレビ「大阪ほんわかテレビ」のコーナー「和歌山県白浜町をブラブラ」において，白浜水族館が
紹介, 2016-06-17 
 ABC朝日放送 テレビ「ココイロ」において，瀬戸臨海実験所附属白浜水族館が紹介, 2016-07-20 
 KBS京都ラジオ「笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ」において，瀬戸臨海実験所附属白浜水族館が紹介, 
2016-08-18 
久保田 信 白浜水族館 研究者と飼育係のこだわり解説ツアー・バックヤードツアー（瀬戸臨海実験所） 
 白浜水族館「海の中まで白浜をしっちゃおう！」解説ツアー（瀬戸臨海実験所） 
 関西テレビ放送「ウラマヨ！」の「不老不死を追い求める○○博士」に出演, 2016-08-13 
      1放送「関西ラジオワイド」に出演 ,2016-09-30 
 ラジオ大阪OBC「里見まさとのおおきにサタデー」のコーナー「ぶっちゃけインタビュー」に出
演,2016-10/-29 
 毎日放送 テレビ「ロンブー淳の居座り。」に出演, 2016-11-11 
 FM白浜ビーチステーション「クラブまちかどまちね」に出演,2016-04-23,2017-01-14,02-18 
宮崎 勝己 私立樟蔭中学校体験学舎（ホテルむさし・白浜町） 
大和 茂之 瀬戸臨海実験所「施設見学会」(京大ウィークス) 2016-10-22 
木村 里子 海棲哺乳類(鯨類，鰭脚類等)調査に係る意見交換会 講師,2017-01-25 
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清水 夏樹 公開シンポジウム「ひろげよう，フィールドの世界」において，総合司会（北部総合教育研究棟）2017-03-19 
 絵本「京丹波ぬく森のいす」企画・制作（ぬく森のいす絵本ぷろじぇくとちーむ）（京丹波町）2017-03-21 

















徳地 直子 第3回ミャンマー・日本シンポジウム（ミャンマー Pathein周辺,2016-12-02/06） 
伊勢 武史 Goldschmidt（横浜パシフィコ 横浜,2016-07-01） 
 Alternative Stable States: a Unifying Concept in Global Change Ecology（京都 京都大学,2016-07-28） 
 American Geophysical Union Fall Meeting（アメリカ Moscone Convention Center,2016-12-12/16） 
里域生態系部門 
山下 洋 Estuarine Coastal Science Association 56回大会（ドイツ The Maritim Hotel&Congress Centrum,2016-09-04/07,
フランス Irstea,the Bordeaux research center,2016-09-09/10） 
海洋生態系部門 
木村 里子 The 5th International Seminar on Biodiversity and Evolution: New Methodology for Wildlife Science（京都 京都
大学,2016-06-07） 
 The 5th Design Symposium on Conservation of Ecosystems (SEASTAR2000)（京都大学,2016-12-21/22） 
朝倉 彰 国際甲殻類学会役員会（京都 京大フィールド研会議室，京大森里海連環学教育ユニット本部朝倉教授オ
フィス,2016-07-06/07） 
 国際甲殻類学会シンガポール大会（シンガポール National University of Singapore，National University of 
Singapore,2016-07-09/13） 
久保田 信 The 14th Annual International Conference & Workshop of The Egyptian Society of Experimental Biology で講演
（エジプト カイロ大学ほか, 2017-02-25/03-03） 
白眉プロジェクト 
原村隆司 World Congress of Herpetology（中国 ニューセンチュリーグランドホテル杭州,2016-08-14/21） 
森里海連環学教育ユニット 
清水 夏樹 The 11th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration in the Indochina Region （タイ ノ
ボテルバンコク,2016-11-13） 
 International Symposium on the Global Environmental Studies in Asia（タイ マヒドン大学,2016-11-14/15） 
 International Multidisciplinary Symposium in Comparatibe Urban Studies（アイルランド Trinity College 
Dublin,2017-01-25/31） 
吉積 巳貴 Asian-Pacific Planning Societies 2016（台湾 Chinese Culture University（中国文化大学）,2016-08-25/27） 
 The 11th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration in the Indochina Region（タイ ノボ
テルバンコク,2016-11-13） 
 International Symposium on the Global Environmental Studies in Asia（タイ マヒドン大学,2016-11-14） 
安佛 かおり The 11th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration in the Indochina Region，




徳地 直子 ミャンマー焼き畑回復過程に関する調査（ミャンマー Bago Yuma周辺,2016-11-06/13） 
 森里海連環にかかる聞き取り調査及び環境調査（ミャンマー Theabeikkyin市周辺,2017-02-21/24） 
 温暖化が植物窒素利用に及ぼす影響に関する調査（アメリカ Fairbanks周辺,2017-02-28/03-06） 




害研究センター，Sungai Rawa周辺地域,2017-02-11/19）  
東 若菜 Jyske博士との植物組織の化学分析及び構造解析に関する研究打合せ（フィンランド Natural Resources 
Institute,2017-02-28/03-07） 







田城 文人 同定実習（ワークショップ），標本観察，野外調査及び施設視察（タイ Phuket Marine Biological Center，
カセサート大学臨海実験所,2016-07-09/22） 
 インターンシップ巡回指導，森里海連環学に係る情報収集ならびにインターンシップ受入候補について
の相談（フランス IRSTEA, Bordeaux research center，国立自然史博物館,2016-09-30/10-10） 
 標本観察及び研究打合せ（台湾 国立台湾大学，中央研究所，國立海洋生物博物館,2017-02-18/03-01） 
 魚類標本調査（アメリカ スミソニアン国立自然史博物館,2017-03-18/27） 
森里海連環学教育ユニット 




 The 11th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration in the Indochina Region 参加，情報
収集，International Symposium on the Global Environmental Studies in Asia 参加，情報収集（ベトナム フエ
農林大学，フエ省タムジャン・ラグーン周辺，ノボテルバンコク，マヒドン大学,2016-11-08/16） 
 フィールド調査，情報収集，セミナー開催，意見交換（ベトナム Hong Ha, A Luoi center，フエ農林大学，
Bach Ma National Park，ダナン科学技術協会,2017-03-25/30） 
清水 夏樹 森里海連環学に関するアイルランド実態調査と情報交換，共同研究のための打合せ（アイルランド アイ
ルランド国立大学ダブリン校（ＵＣＤ）,2016-09-05/21） 
 聞き取り調査及び現地調査（タイ，ミャンマー Thabeikkyin市周辺地区,2017-02-19/26） 
吉積 巳貴 現地聞き取り調査及びワークショップ開催（ベトナム フエ市，ハノイJICAベトナム事務所,2017-01-07/13） 
 研究打合せ及び調査（タイ チュラロンコン大学, 2017-03-11/16） 
 研究打合せ及び調査（中国（香港） 香港大学, 2017-03-17/18） 
 フィールド調査，情報収集セミナー開催，意見交換（ベトナム Hong Ha, A Luoi center，フエ農林大学，
Bach Ma National Park，ダナン科学技術協会,2017-03-26/28） 
安佛 かおり フィールド調査，情報収集，セミナー開催，意見交換（ベトナム Hong Ha, A Luoi center，フエ農林大学，












ZHOU Jin／Ultilization of stable isotopes in the study of aquaculture environment（中国 中国水産科学研究院 准教授：里海生
態保全学分野,2016-03-28/2017-02-28,受入教員：山下 洋） 
森里海連環学教育ユニット 
Tran Thanh Duc／森里海連環学教育ユニット国際シンポジウムに参加（ベトナム フエ農林大学 准教授・副学科長・部
長：タイ ノボテルバンコク,2016-11-12/16，受入教員：吉積 巳貴） 
Nguyen Ngoc Tung／森里海連環学教育ユニット国際シンポジウム（ベトナム フエ科学大学副学科長：タイ ノボテルバ
ンコク,2016-11-12/16，受入教員：吉積 巳貴） 
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Nguyen Truong Tho／森里海連環学教育ユニット国際シンポジウム（ベトナム フエ科学大学国際交流部長：タイ ノボテ
ルバンコク,2016-11-12/16，受入教員：吉積 巳貴） 





SHI Weiyu （時 偉宇 中国科学院地球環境研究所 助教）／湿潤地域と半乾燥地域の土壌呼吸速度とその影響要因（中
国，北海道研究林標茶区,2015-10-20/2016-08-19） 
里域生態系部門 
Nishimura Bunei（西村 文英 西ブルターニュ大学博士課程）／水産業を基盤とした地域振興に関する研究（日本国籍：
フランス，京都大学,2015-08-01/2018-03-31） 
海洋生態系部門 
Zeina Amr Farag Abdel-Kader（アルアザール大学理学部動物学科 講師）／Taxonomic study of the genus Cerapus Say, 1817 




谷 鑫（ゴウ シン） 私費留学生（中国，吉岡 崇仁） 
Ei Thandar Bol 国費留学生（ミャンマー，德地 直子） 
Akari Phyu Phyu Thets 国費留学生（ミャンマー，德地 直子） 
Pyae Sone Soe 私費留学生（ミャンマー，德地 直子） 
里域生態系部門 
蒋 薇（ジャン ウェイ） 国費留学生（中国，山下 洋, 里海生態保全学） 
Omweri Ooga Justus 国費留学生（ケニア，山下 洋, 地球環境学舎） 
Kenneth Ramsey Kassem 私費留学生（米国, 山下 洋, 地球環境学舎） 








開催日時・場所 6月28日～7月1日 東京大学千葉演習林 
参加者 勝山 智憲 
 
平成28年度国立大学法人北海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション技術職員専門研修 
開催日時・場所 10月4日～10月6日 北海道大学苫小牧研究林 




開催日時・場所 10月26～27日 芦生研究林 
参加者 中川 智之・北川 陽一郎・岸本 泰典・上西 久哉・吉岡 歩・木本 惠周 
 
第25回九州地区農学部附属演習林技術職員研修 
開催日時・場所 10月17～20日 琉球大学与那フィールド 
参加者 藤井 弘明・細見 純嗣 
 




参加者 原田 桂太 
 




開催日時・場所 2017年3月8～10日 東京大学 本郷キャンパス 




 10月28日 槇田 盤・中村 はる奈 
 
北海道GIS研修（京都大学フィールド科学教育研究センター 森林系技術職員研修）：京都大学北海道研究林 
 2017年2月13～16日 山内 隆之・柴田 泰征・中川 智之・太田 健一・西岡 裕平・北川 陽一郎・岸本 泰典 
 
京都大学技術職員研修（第39回）：理学研究科セミナーハウス・農学研究科附属農場 
 2017年2月22～23日 原田 桂太・黒田 眞人・長谷川 敦史・荒井 亮・柳本 順・大橋 健太・細見 純嗣・槇田 盤 
 
京都大学技術職員研修（第2回）（第3専門技術群：物質・材料系）：京都大学理学研究科セミナーハウス 
 2017年2月15日 林 大輔・安藤 公 
 
京都大学技術職員研修（第4専門技術群：生物・生態系）：京都大学医学部B棟 
 2017年3月2日 佐藤 修一・境 慎二朗 
 
京都大学工学研究科技術室業務報告会：京都大学桂キャンパス 







大型特殊自動車運転免許 なし  
潜水士                        なし                                （以上，免許） 
第三級陸上特殊無線技士 細見 純嗣 （無線従事者国家試験） 
毒物劇物取扱責任者 なし （毒物及び劇物取締法による資格） 
地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習 荒井 亮・長谷川 敦史 
はい作業主任者技能講習 北川 陽一郎・岸本 泰典・長谷川 敦史 




不整地運搬車運転技能講習 柳本 順 
高所作業車運転技能講習 なし 
玉掛け技能講習 なし （以上，労働安全衛生法による技能講習） 
自由研削用といしの取替え等の業務に係る特別教育 なし 
アーク溶接等の業務に係る特別教育 太田 健一・西岡 裕平・林 大輔・安藤 公 
機械集材機械の運転の業務に係る特別教育 なし 




クレーンの運転の業務に係る特別教育（5ｔ未満） 奥田 賢 
巻上げ機(ウインチ)の運転の特別教育 山本 恒紀，山内 洋紀 
  （以上，労働安全衛生法による特別教育） 
 




職長教育 山内 隆之 
職長・安全衛生責任者教育 加藤 哲哉・佐藤 修一・紺野 絡・境 慎二朗 
林内作業車を使用する集材作業に従事する者に対する安全教育 
なし （以上，労働安全衛生法の通達による教育） 
第1種衛生管理者免許 なし （労働安全衛生法による免許） 
上級救命講習 紺野 絡・細見 純嗣・勝山 智憲・林 大輔・奥田 賢・安藤 
公 
普通救命講習I 山内 隆之・柴田 泰征・中川 智之・太田 健一・西岡 裕平・
北川 陽一郎・岸本 泰典 （以上，消防本部 認定） 
Cカード（オープンウォーターダイバー） なし （スクーバダイビング技能認定） 
防災士資格 加藤 哲哉 （特定非営利活動法人 日本防災士機構認定） 
 
◆安全衛生に関する講習会等 
安全運転管理者講習 柴田 泰征・上西 久哉・紺野 絡 
危険物取扱者保安講習（乙種第4類） 淺野 善和・長谷川 敦史・勝山 智憲・古田 卓 




     5．資料
（1）職員配置表
平成29年 3月 1日現在
区分 教授 准教授 講師 助教 事務職員 技術職員 非常勤職員等
流動分野研究室 　荒井　修亮 　 市川 光太郎 　小林　志保 　正木　千秋
(研究員) 　伊藤　真保
◆木村　里子
■吉岡　崇仁 伊勢　武史 中島　　皇 坂野上なお 細尾　朋子
研究室 □山下　　洋 石原　正恵 ◆東　　若菜 川﨑　　茜
(北部構内） 德地　直子 ＊清水　夏樹 ＊ラヴァルニュ (研究員) 三田村万美子
















(研究林長) (掛長) ●紺野　　絡 山口サト子
芦生研究林 (兼)★德地　直子 ★伊勢 武史 ★坂野上なお 　井上　智志 ●平井　岳志 中野はるみ
(専門職員） ○細見　純嗣





(研究林長) (掛長) ［標茶区］    川村 由紀枝







(研究林長） ●上西　久哉  松場 香枝














(実験所長) (主任) ○向　　昌宏 荻野　文代






(実験所長) (掛長) (兼)●加藤　哲哉 興田　道子
瀬戸臨海実験所 朝倉　　彰 　久保田　信 大和　茂之 治岡淳　一郎 原田 桂太 河村真理子
中野　智之 (専門職員) 山内　洋紀 松本　真代
後藤龍太郎 砂田　明展 山本　恒紀 竹内　寛彦
＊原村　隆司 菅野　隆道 (再)津越　健一 佐藤　　崇
＊加賀谷勝史 (再)興田喜久男
(ユニット長[兼]) 安佛かおり
森里海連環学教育 朝倉　　彰 ◆清水　夏樹 ◆ラヴァルニュ ◆林　　晴夫 長谷川路子
ユニット ◆横山　　壽 ◆吉積　巳貴 エドワルド　 ◆永田　裕美 黄　　琬惠
冨田　寿子
角野真喜子









































      総務課課長補佐（総務・人事担当）・総務課第二総務人事掛長 
教育研究組織改革検討ワーキンググループ 吉岡・山下・朝倉・德地・荒井・益田・長谷川・舘野・甲斐・伊勢 
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教育研究評議会 地球環境学堂・学舎 協議会 総合技術部 委員会  
研究資源アーカイブ運営委員会 情報セキュリティ委員会 環境安全保健委員会  
研究連携基盤運営委員会      生態学研究センター 協議員会 
  
＜他の教員が対応する委員会＞ 



































区分 氏名 所属・職名 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
2号 山下 洋 フィールド研 教授 
朝倉 彰 フィールド研 教授 
德地 直子 フィールド研 教授 
荒井 修亮 フィールド研 教授 
3号 渡辺 勝敏 理学研究科 准教授 
北山 兼弘 農学研究科 教授 
大澤 晃 地球環境学堂 教授 
高林 純示 生態学研究センター 教授 
本川 雅治 総合博物館 准教授 




区分 氏名 所属・職名 備考 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長  
2号 山下 洋 フィールド研 教授  
朝倉 彰 フィールド研 教授  
德地 直子 フィールド研 教授  
荒井 修亮 フィールド研 教授  
3号 森脇 淳 理学研究科 教授 理学研究科研究科長 
曽田 貞滋 理学研究科 教授  
宮川 恒 農学研究科 教授 農学研究科長 
冨永 達 農学研究科 教授 農学研究科附属農場長 
舟川 晋也 地球環境学堂 教授 地球環境学堂長 
中村 裕一 学術情報メディアセンター 教授  
中野 伸一 生態学研究センター 教授  










区分 氏名 所属・職名 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
2号 益田 玲爾 フィールド研 准教授（舞鶴水産実験所長） 
3号 山下 洋 フィールド研 教授（舞鶴水産実験所） 
4号 田川 正朋 京都大学 農学研究科 准教授 
5号 渡邊 良朗 東京大学 大気海洋研究所 教授 
張野 宏也 神戸女学院大学 人間科学部 教授 
白山 義久 独立行政法人 海洋研究開発機構 理事 
富永 修 福井県立大学 海洋生物資源学部 教授 
小路 淳 広島大学 生物圏科学研究科 准教授 
三宅 崇 岐阜大学 教育学部 准教授 
 
瀬戸臨海実験所共同利用運営委員会 平成28年4月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
2号 朝倉 彰 フィールド研 教授（瀬戸臨海実験所長） 
3号 宮﨑 勝己 フィールド研 講師（瀬戸臨海実験所） 
4号 渡辺 勝敏 京都大学 理学研究科 准教授 
5号 仲岡 雅裕 北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター 教授 
窪川 かおる 東京大学 海洋アライアンス海洋教育促進研究センター 特任教授 
西田 宏記 大阪大学 理学研究科 教授 
川井 浩史 神戸大学 内海域環境教育研究センター 教授 
深見 裕伸 宮崎大学 農学部 准教授 
白山 義久 独立行政法人 海洋研究開発機構 理事 
 
芦生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地共同利用運営委員会 平成28年5月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
2号 伊勢 武史 フィールド研 准教授（芦生研究林長） 
舘野 隆之輔 フィールド研 准教授（北海道研究林長） 
德地 直子 フィールド研 教授（上賀茂試験地長） 
3号 長谷川 尚史 フィールド研 准教授 
4号 檀浦 正子 京都大学 農学研究科 助教 
5号 高原 光 京都府立大学大学院 生命環境学研究科 教授 
板倉 豊 京都精華大学 人文学部 教授 
藤井 芳一 人間環境大学 環境教育センター 講師 
佐藤 拓哉 神戸大学大学院 理学研究科 准教授 
小林 元 信州大学 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究
センター 准教授 
高木 正博 宮崎大学 農学部附属フィールド科学教育研究センター田
野フィールド 教授 
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森里海連環学教育ユニット 運営協議会 平成28年4月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 朝倉 彰 フィールド研 教授 
2号 宮川 恒 農学研究科長 
杉山 雅人 人間・環境学研究科長 
舟川 晋也 地球環境学堂長 
吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
3号 星野 敏 農学研究科 教授 
浅野 耕太 人間・環境学研究科 教授 
柴田 昌三 地球環境学堂 教授 
荒井 修亮 フィールド研 教授 
 
森里海連環学教育ユニット 事業推進委員会 平成28年4月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 朝倉 彰 フィールド研 教授 
2号 星野 敏 農学研究科 教授 
浅野 耕太 人間・環境学研究科 教授 
柴田 昌三 地球環境学堂 教授 
山下 洋 フィールド研 教授 
3号 横山 壽 ユニット 特定教授・フィールド研 連携教授 
清水 夏樹 ユニット 特定准教授・フィールド研 連携准教授 
吉積 巳貴 ユニット 特定准教授・フィールド研 連携准教授 






年月日 掲載面 掲載紙 タイトル 内容・キーワード等
2016年4月1日 6面 京都大學新聞 豪雪地帯を走るトロッコ路線　芦生研究林トロッコ 芦生研究林
2016年4月2日 5面 リビング和歌山 白浜水族館の飼育係と磯へ 珍しい生き物を見つけよう 水族
館の磯採集体験
白浜水族館
2016年4月7日 1面 紀伊民報 ホウボウの幼魚展示　京大白浜水族館 白浜水族館
2016年4月8日 朝刊21面 京都新聞 陽光の山ほころぶ　芦生研究林の雪解け　（森との共生 丹
波高原の四季）
芦生研究林
2016年4月9日 4面 紀伊民報 ハクサンボクが開花　京大実験所　白くて小さい花　串本 紀伊大島実験所
2016年4月15日 9面 紀伊民報 大水槽の餌やり体験　京大白浜水族館 白浜水族館
2016年5月1日 2面 京都大学新聞 春の山を歩く　上賀茂試験地 春の自然観察会 上賀茂試験地
2016年5月10日 9面 紀伊民報 磯で生き物採集　京大白浜水族館　小学生ら体験 白浜水族館
2016年5月13日 4面 紀伊民報 ラシのような赤い花　串本の京大紀伊大島実験所　マキバブ
ラシノキ
紀伊大島実験所
2016年5月17日 7面 紀伊民報 ウミウシ「期間限定」展示　京大白浜水族館 白浜水族館
2016年5月17日 朝刊地域25面 毎日新聞 ウミウシ7種展示　京都大白浜水族館　早期来館呼びかけ 白浜水族館
2016年5月19日 朝刊19面 京都新聞 京都丹波高原国定公園　府、標識やトイレ整備へ 芦生研究林












2016年5月31日 朝刊23面 京都新聞 芦生の魅力 冊子に　美山の住民　生活や自然紹介 芦生研究林
2016年7月17日 10面 紀伊民報 こだわり解説ツアー　白浜水族館 白浜水族館
2016年7月21日 朝刊21面 京都新聞 森との共生　丹波高原の四季 芦生研究林
2016年7月28日 紀南22面 産経新聞 京大白浜水族館きょうから特別展 「ドレッジ調査」採集
底生生物を観察しよう
白浜水族館
2016年7月31日 － 京都新聞 海の生き物 生態学ぶ　舞鶴 小中生110人、水槽見学 舞鶴水産実験所
2016年8月1日 3頁 ココラデ2016-8 きゃっぴーのここらで調査隊 第2回「京都大学白浜水族館＆
番所山」の巻
白浜水族館
2016年8月2日 和歌山25面 毎日新聞 海底の生物調査を紹介　京大水族館　新種9種パネル展示 白浜水族館
2016年8月19日 9面 紀伊民報 三舞中学校（白浜町）日置川の魅力発見しよう 森里海連環学教育ユ
ニット
2016年8月25日 朝刊21面 京都新聞 愛求める　金の軌跡　芦生研究林・ヒメボタル 森との共生
丹波高原の四季
芦生研究林
2016年8月26日 10面 紀伊民報 避暑は水族館へGO　釣りの参考に 白浜水族館





2016年9月15日 9面 紀伊民報 気象観測体験や畠島の環境学習　京大の施設が催し 瀬戸臨海実験所
2016年9月20日 9面 紀伊民報 京大白浜水族館　白浜沖の海底生物紹介　ドレッジ調査展 白浜水族館
2016年9月26日 夕刊1面 朝日新聞 京大守る天然林　ピンチ　「芦生の森」シカ食害で荒廃 芦生研究林
2016年10月7日 13面 紀伊民報 ミナミオカガニ展示　白浜の京大水族館 白浜水族館




2016年11月10日 朝刊23面 京都新聞 降り注ぐ光芒 神々しく　森との共生 丹波高原の四季 芦生研究林
2016年11月11日 14面 紀伊民報 27日に畠島（白浜）で観察会 瀬戸臨海実験所
2016年11月24日 1面 京都大学CLOCK 京大の森・芦生研究林　シカ避けの柵設置で植物保護 芦生研究林
2016年11月24日 1面 京都大学CLOCK 上賀茂試験地で秋の自然観察会 上賀茂試験地
2016年11月29日 11面 紀伊民報 島の生物や地質説明　白浜沖　畠島で観察会 瀬戸臨海実験所
2016年12月1日 朝刊21面 京都新聞 猟場を守り、引き継ぎたい 森との共生 美山 木のオフィス
発
芦生研究林
2016年12月15日 朝刊23面 京都新聞 京滋 落胆と期待　北陸新幹線 小浜ルート確実 芦生研究林
2016年12月15日 朝刊2面 京都新聞 社説　北陸新幹線　京都経由は歓迎するが 芦生研究林
2016年12月22日 朝刊1面 京都新聞 北陸新幹線 京へ 敦賀以西ルート決定　重い負担　財政や自
然 見切り発車
芦生研究林
2016年12月23日 朝刊25面 朝日新聞 芦生の森　保全へ基金　京大が設立、バッグ贈呈も 芦生研究林
2016年12月25日 朝刊18面 産経新聞 京大「芦生の林」保護へ　あす基金設立　大口寄付にかばん
贈呈
芦生研究林
2016年12月27日 朝刊27面 読売新聞 芦生研究林　存続へ基金　京大　研究発展や自然保護 芦生研究林
2017年1月1日 44面 紀伊民報 海の中の「トリ」 トリノアシ 白浜水族館
2017年1月6日 朝刊22面 毎日新聞 研究林 保護に協力を　京大が寄付呼び掛け　鹿の食害など
深刻
芦生研究林
2017年1月13日 朝刊33面 読売新聞 生息魚種 環境DNAで特定　神大、京大など 海水分析で40種
類
舞鶴水産実験所
2017年1月13日 朝刊28面 朝日新聞 海水のDNAから魚を特定　神戸大など　舞鶴湾で128種確認 舞鶴水産実験所
2017年1月18日 4面 紀伊民報 京大実験所でアコウ調査　紀央館高の自然科学部 紀伊大島実験所
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2017年1月26日 夕刊10面 朝日新聞 紀州　黒潮の半島 No.4 田辺湾 半島の先端　海と山が一体 瀬戸臨海実験所
2017年2月15日 朝刊7面 京都新聞 取材ノートから　研究への寄付集め　意義説明に工夫を 芦生研究林
2017年2月15日 朝刊23面 京都新聞 舞鶴沖に珍客エビスザメ　南方生息、原始的な特徴 舞鶴水産実験所
2017年3月1日 朝刊25面 京都新聞 京大フィールド科学教育センター長に山下氏 フィールド研
2017年3月5日 107頁 水族館ぴあ 無脊椎動物研究者の解説ツアーあり 白浜水族館
2017年3月9日 朝刊25面 京都新聞 白に包まれ山は眠る－芦生研究林－ 森との共生　丹波高原
の四季
芦生研究林
2017年3月9日 朝刊28面 朝日新聞 （イベント案内） ひろげよう、フィールドの世界 フィールド研
2017年3月12日 朝刊33・37面 読売新聞 京大の発想力　未来に　附置研シンポ　最先端の研究 披露 フィールド研
2017年3月12日 朝刊11面 読売新聞 空想書店（店主：畠山重篤）　森と海の関わり探る フィールド研
2017年3月20日 朝刊19面 京都新聞 人と森 つながり考える 京大でシンポ 科学や哲学、多方面
に
フィールド研
2017年3月25日 朝刊25面 京都新聞 芦生の森 命の営み音楽に 右京の写真家・広瀬さんらＣＤ制
作 四季の１２カット付属「保護の輪広がれ」
芦生研究林
2017年3月31日 朝刊24・25面 読売新聞 京都大学附置研・センター第12回シンポ金沢講演会 フィールド研
教職員に関する記事
年月日 掲載面 掲載紙 タイトル 教職員
2017年1月号 No.727 4733-
4734頁
京大広報 京都大学春秋講義（平成28年度秋季講座）を開催 吉岡 崇仁、伊勢 武史
2017年3月25日 朝刊1面 大分合同新聞 川を育む 国東半島の森　生態系を豊かに、立証 山下 洋
2016年4月12日 9面 紀伊民報 コナツメガイ貝殻漂着　白浜 珍しい熱帯性貝 久保田 信




2016年5月24日 10面 紀伊民報 海岸の生物観察　白浜　京都の環境保全団体
2016年6月4日 7面 紀伊民報 北浜海岸より 漂流物のささやき 1.フクロノリ(1)　寿命短
い海藻　（以下「連載」と略記）
2016年6月11日 7面 紀伊民報 連載 2.アカミミガメ　哀れな外来種
2016年6月18日 9面 紀伊民報 連載 3.コナツメガイ　熱帯からの珍客
2016年6月25日 9面 紀伊民報 連載 4.外国製のライター　流れに乗って来た粗品？
2016年7月2日 7面 紀伊民報 連載 5.カツオノカンムリ　クラゲ？の打ち上げ
2016年7月9日 7面 紀伊民報 連載 6. ミズクラゲ　ひとかけらのゼリー
2016年7月16日 9面 紀伊民報 連載 7. ミミズ　謎のはい跡
2016年7月23日 9面 紀伊民報 連載 8. アオリイカの卵　寒天質の“豆のさや”
2016年7月30日 7面 紀伊民報 連載 9. エボシガイ　雌雄同体のエビ・カニ類
2016年8月6日 8面 紀伊民報 連載 10. ウシ　陸生生物の漂着
2016年8月13日 9面 紀伊民報 連載 11. ササラウミケムシ　ごみに乗って流浪旅
2016年8月20日 9面 紀伊民報 連載 12. グンバイヒルガオ　8年後の再発見
2016年8月25日 1面 紀伊民報 田辺　天神崎でサンゴ増える　水温上昇が影響か
2016年8月27日 8面 紀伊民報 連載 13. グンバイヒルガオ　その後(1)　移植した2株の運
命
2016年8月28日 1面 紀伊民報 白浜　南方系の珍しいヒトデ　京大准教授が発見
2016年8月28日 9面 紀伊民報 年々早まる初出現日　京大准教授、白浜で調査　絶滅危惧シ
ロヘリハンミョウ
2016年9月3日 9面 紀伊民報 連載 14. グンバイヒルガオ　その後(2)　さらなる芽生え
2016年9月6日 朝刊37面 朝日新聞 クラゲの先生 レッドカーペット歩く　京大准教授ら出演作
上映
2016年9月10日 9面 紀伊民報 連載 番外編 1　危険勃発 これまでで最大規模の落石
2016年9月16日 夕刊3面 朝日新聞 自由と多様性　ベネチアで評価
2016年9月17日 7面 紀伊民報 連載 番外編 2　ムラサキイガイ　ベネチア・リド島にて
2016年9月18日 9面 紀伊民報 ベネチア映画祭で上映　京大　久保田准教授が出演
2016年9月24日 9面 紀伊民報 連載 15. テリハボク　熱帯系樹木の果実
2016年9月25日 1面 紀伊民報 白浜　番所崎でウミウサギ採集　南方系の珍しい巻き貝
2016年10月1日 7面 紀伊民報 連載 16. モモタマナ　台風で吹き寄せられる
2016年10月2日 10面 紀伊民報 ベニクラゲ　若返り仕組み解明へ　京大 久保田准教授が協
力
2016年10月8日 7面 紀伊民報 連載 17. ニッパヤシ　北浜に果実再び
2016年10月16日 1面 京都大学新聞 生物学で人生設計の基礎を、最後にベニクラゲの夢の実現
2016年10月22日 9面 紀伊民報 連載 18. ウミウサギ　白磁のような“珍客”
2016年10月29日 7面 紀伊民報 連載 19. モミジガイ　砂底の“住人”受難





の多様性 （日立自動分析情報誌  Vol.53）
2016年11月1日 朝刊2面 朝日新聞 ベネチア映画祭のレッドカーペットを歩いたクラゲ研究者
2016年11月1日 夕刊5面 産経新聞 カキ殻のポリプから…　大学実習での出会い　ベニクラゲに
恋をして（2）
2016年11月2日 夕刊4面 産経新聞 動物ソング55曲制作　歌って 命学んでほしい　ベニクラゲ
に恋をして（3）
2016年11月4日 夕刊5面 産経新聞 夢は宇宙生物の研究　人生70年じゃ足りない　ベニクラゲに
恋をして（4）
2016年11月5日 9面 紀伊民報 連載 20. 樹木や缶　危ない漂着物
2016年11月12日 9面 紀伊民報 連載 21. ウミヒルモ類　海藻ではなく海草
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2016年11月19日 8面 紀伊民報 連載 22. ホヤ類　実習で奇妙な物体発見 久保田 信
2016年11月26日 7面 紀伊民報 連載 23. クマゼミ　夏の終わりに
2016年12月3日 9面 紀伊民報 連載 番外編 3　ホッキガイ　北の都からの報告
2016年12月10日 7面 紀伊民報 連載 24. クロチョウガイ　珍しい熱帯系二枚貝
2016年12月17日 9面 紀伊民報 連載 25. ヒクラゲ　触るな危険！




2017年1月14日 朝刊3面 朝日新聞 夢に挑む現代の「徐福」たち
2017年1月14日 9面 紀伊民報 連載 27. アケビコノハ　ガの仲間の漂着
2017年1月25日 夕刊7面 朝日新聞
紀州　黒潮の半島 No.3 田辺湾 宝の島「不老不死」のクラ
ゲ
2017年2月1日 10面 紀伊民報 漂着する生き物紹介　京大 久保田准教授が講演
2017年2月4日 7面 紀伊民報 連載 28. ギンカクラゲ　冬季に“珍客”
2017年2月11日 9面 紀伊民報 連載 29. ヨウラククラゲ　北西吹いて冬の使者
2017年2月18日 9面 紀伊民報 連載 30. ニホンジカ　ウシの死骸 実は･･･
2017年2月25日 9面 紀伊民報 連載 31．テリハボク　海岸で見つけよう
2017年3月4日 9面 紀伊民報 連載 32．ウミケムシ　毒毛に注意
2017年3月11日 8面 紀伊民報 連載 33．オワンクラゲ　波にもまれてぼろぼろ
2017年3月16日 11面 紀伊民報 南方系「ホシダカラ」漂着　白浜の北浜海岸
2017年3月18日 9面 紀伊民報 連載 34. ホシダカラ　南方系の成貝
2017年3月25日 9面 紀伊民報 連載 35. ウミガメ　死骸流れ着く
2016年4月7日 朝刊23面 朝日新聞 気仙沼の海 回復の道程　京大・益田准教授、確認 益田 玲爾
2016年4月30日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （169）ウルメイワシ
2016年6月3日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （170）スジハゼ
2016年6月24日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （171）ヒラタエイ
2016年7月29日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （172）マゴチ
2016年8月26日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （173）ネンブツダイ






2016年10月28日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （175）オハグロベラ
2016年11月25日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （176）ホンソメワケベラ




2016年12月19日 夕刊14面 日本経済新聞 気仙沼の魚介類　津波から2～3年で回復　舞根湾で確認
2016年12月23日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （177）ヤマドリ
2017年1月31日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （178）アオハタ





2016年8月30日 4面 紀伊民報 京大生がフィールド調査　串本　古座川　住民から聞き取り
2016年9月14日 4面 紀伊民報 植物の調査方法を学ぶ　京都大学の学生が実習





2016年10月17日 朝刊21面 朝日新聞 野草を生け花　環境考えよう　伏見区でイベント



















(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他
教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生
芦生研究林 241 563 567 325 106 41 170 92 228 59
北海道研究林標茶区 193 360 294 248 10 37 244 176 108 0
北海道研究林白糠区 21 23 11 68 0 0 0 3 0 0
和歌山研究林 18 24 14 13 21 0 0 230 544 31
上賀茂試験地 119 438 76 12 95 25 258 0 0 36
徳山試験地 26 20 0 0 31 0 0 0 0 0
北白川試験地 43 227 829 502 252 1 3 3 0 7
紀伊大島実験所 17 92 2 1 0 0 0 0 0 0
舞鶴水産実験所 263 591 228 4,041 2 57 448 107 645 14
瀬戸臨海実験所 319 452 91 2,602 16 126 939 318 300 0
計 1,260 2,790 2,112 7,812 533 287 2,062 929 1,825 147
(所属)　 教育研究機関等 一般
(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他 合計
芦生研究林 50 84 281 128 417 6,382 9,734
北海道研究林標茶区 106 35 49 33 54 37 1,984
北海道研究林白糠区 2 1 0 17 0 23 169
和歌山研究林 23 4 203 22 4 33 1,184
上賀茂試験地 28 231 35 176 4 715 2,248
徳山試験地 28 0 40 89 0 103 337
北白川試験地 0 113 6 0 69 246 2,301
紀伊大島実験所 0 11 0 3 596 0 722
舞鶴水産実験所 253 41 21 0 44 299 7,054
瀬戸臨海実験所 765 70 93 39 140 75,445 81,715
計 1,255 590 728 507 1,328 83,283 107,448
（10）瀬戸臨海実験所附属水族館 月別入館者数 （2016年度）
（単位：人）
有料入館者数 無料 入館者 (参考）
個人 団体 障害者 計 入館者 数 前年度有料
月 大人 小人 大人 小人 大人 小人 （円） 数 計 入館者数 計
4月 4,154 737 151 12 97 18 5,169 48 5,217 5,646
5月 5,089 676 77 4 108 24 5,978 397 6,375 6,986
6月 3,500 310 438 7 90 7 4,352 49 4,401 3,989
7月 5,520 1,100 28 0 129 15 6,792 140 6,932 7,349
8月 9,087 2,569 132 0 151 45 11,984 213 12,197 14,656
9月 5,719 501 268 0 121 23 6,632 206 6,838 6,830
10月 4,251 397 176 7 112 11 4,954 506 5,460 4,470
11月 3,754 289 208 0 129 12 4,392 149 4,541 5,071
12月 3,977 648 149 0 65 8 4,847 126 4,973 4,667
1月 4,968 754 19 25 114 15 5,895 50 5,945 5,565
2月 3,993 323 66 0 76 4 4,462 187 4,649 4,801
3月 6,472 1,022 29 0 142 20 7,685 122 7,807 6,600























氏名 新職名 旧職名 異動年月日 
中 川  光 森林生態系部門 森林育成学分野・特定助
教（芦生研究林） 
採用（広島大学生物圏科学研究科・研究員） 2016. 4. 1 
吉 岡  崇 仁 徳山試験地長  〃 
吉 岡  崇 仁 北白川試験地長  〃 
朝 倉  彰 森里海連環学教育ユニット長  〃 
中 島  皇 退任 徳山試験地長 〃 
山 下  洋 退任 森里海連環学教育ユニット長 〃 
渡部  俊太郎 森林生態系部門 森林育成学分野・研究員  〃 
黒田   眞人 北白川試験地・技術職員 里域フィールド管理部門・技術職員 〃 
福 島  慎 吉 フィールド研経理総括掛・掛長 教育推進・学生支援部学生課・掛長（経理
担当） 
〃 
垣 田  明 彦 芦生研究林事務掛・専門職員 医学部附属病院医療サービス課・掛長（医
療安全掛） 
〃 
宮 﨑  勝 己 新潟大学 理学部 自然環境科学科・教授 海洋生態系部門 基礎海洋生物学分野・講
師（瀬戸臨海実験所） 
2016. 7. 1 
澤 田  英 樹 里海生態保全学分野・特定助教 舞鶴水産実験所・研究員 〃 
田 城  文 人 里海生態保全学分野・特定助教 舞鶴水産実験所・研究員 〃 





東  若 菜 森林育成学分野・特定助教 採用 2016. 8. 1 
石 原  正 恵 森林育成学分野・准教授 広島大学 2016.10. 1 
本有  健一郎 医学部附属病院 経理・調達課 専門職員 瀬戸臨海実験所・事務掛長 〃 
治岡  淳一郎 瀬戸臨海実験所・事務掛長 桂地区（工学研究科）経理事務センター・
掛長(物理系担当) 
〃 
小 林  和 也 森林情報学分野・講師（北海道研究林） 採用（日本学術振興会特別研究員 （京都
大学農学研究科昆虫生態学研究室受入）） 
2017. 2. 1 




2017. 3. 1 
東  若 菜 辞職（日本学術振興会特別研究員 （京都
大学農学研究科森林水文研究室受入）） 
森林育成学分野・特定助教 2017. 3.31 
長谷川  路子 辞職（筑紫女学園大学 現代社会学部・講
師） 
森里海連環学教育ユニット・研究員 〃 
竹 内  寛 彦 辞職（日本大学生物資源科学部一般教養・
助教） 
瀬戸臨海実験所・研究員 〃 




佐 藤  修 一 定年退職 里域フィールド管理部門・技術長 〃 
 
  


























（初出：ニュースレター39号 2016 年 7 月） 
 
澤田 英樹特定助教 

























（初出：ニュースレター40号 2016 年 10 月） 
 
田城 文人特定助教 





















（初出：ニュースレター40号 2016 年 10 月） 
 
東 若菜特定助教 
























（初出：ニュースレター40号 2016 年 10 月） 
 
石原 正恵准教授 




















（初出：ニュースレター41号 2017 年 2 月） 
 
小林 和也 講師 
























（初出：ニュースレター42号 2017 年 6 月） 
 
後藤 龍太郎 助教 
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